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日
本
医
史
学
会
沿
革

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
富
士
川
瀞
氏
ら
の
発
起
に
よ
り
、
先
人
の
遺

業
を
顕
彰
し
て
医
遊
の
船
場
を
図
ら
ん
と
す
る
私
立
奨
進
医
会
を
日
本
医
史

学
会
の
前
身
と
す
る
。
こ
の
年
三
月
Ⅲ
Ｈ
、
杉
田
玄
白
ら
が
小
塚
原
観
職
の

記
念
日
を
卜
し
、
来
京
根
岸
の
古
能
波
奈
園
に
お
い
て
先
折
追
薦
会
を
挙
行

し
、
雨
後
毎
年
こ
れ
を
挙
行
し
総
会
を
兼
ね
た
。
機
関
誌
と
し
て
「
奨
進
医

談
」
を
刊
行
し
た
が
、
の
ち
内
外
の
最
新
医
学
を
紹
介
し
併
せ
て
医
道
精
神

を
昂
揚
す
る
た
め
、
明
泊
十
三
年
（
一
八
八
○
）
原
田
貞
吉
氏
ら
が
刺
刊
せ

る
「
中
外
医
事
新
報
」
を
継
承
し
て
機
問
誌
と
な
し
、
爾
後
、
通
巻
一
三
三

四
号
に
お
よ
ん
だ
。

大
正
川
年
（
一
九
一
五
）
一
月
、
私
立
奨
進
医
会
を
改
組
し
、
医
史
と
道

義
に
間
す
る
部
門
を
分
立
し
て
挺
進
医
会
と
称
し
、
他
の
事
業
部
門
を
Ｈ
本

医
師
協
会
と
し
、
「
中
外
医
事
新
報
」
を
奨
進
医
会
機
関
誌
と
し
て
従
前
通
り

の
細
集
方
針
を
統
行
し
た
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
一
月
十
Ｗ
日
、
挺
進
医
会
を
日
本
医
史
学
会

と
改
称
し
、
機
間
帷
「
中
外
医
事
新
報
」
を
節
一
二
七
号
（
大
正
十
五
年

十
一
月
二
十
Ⅱ
発
行
）
よ
り
、
医
史
に
間
す
る
専
門
誌
と
し
て
綿
集
方
針
を

変
更
。昭

和
三
年
（
一
九
一
一
八
）
三
月
、
会
則
そ
の
他
を
定
め
、
初
代
理
事
長
に

呉
秀
三
氏
就
任
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
、
呉
秀
三
氏
の
死
去
に
よ
り
入
沢
達
吉
氏

理
事
長
と
な
る
・

昭
和
九
年
《
九
三
川
）
四
月
、
節
九
回
ｎ
本
医
学
会
総
会
に
際
し
、
本

会
は
第
一
分
科
会
に
加
入
し
今
日
に
い
た
る
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
入
沢
達
吉
氏
の
死
去
に
よ
り
三
代
、
理
事
長

に
富
士
川
瀞
氏
就
任
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
○
一
月
、
川
代
目
理
事
長
滕
浪
剛
一
氏
就
任
・
「
中

外
医
事
新
報
」
を
節
一
三
八
七
サ
以
降
「
Ⅱ
本
医
史
学
雑
誌
」
と
改
題
す
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
川
二
）
十
二
川
、
膝
浪
剛
一
氏
の
死
去
に
よ
り
五
代

Ⅲ
即
事
長
に
山
崎
佐
氏
就
任
・

昭
和
二
十
年
（
一
九
川
五
）
一
川
、
戦
災
に
よ
り
印
刷
所
焼
失
の
た
め
、

「
Ｒ
本
医
史
学
雑
誌
」
発
刊
不
能
と
な
り
第
一
三
三
四
号
を
も
っ
て
休
刊
。

昭
和
二
三
年
（
一
九
川
八
）
三
川
、
戦
後
中
絶
せ
る
恒
例
の
医
家
先
哲
会

を
復
興
し
、
第
五
五
回
総
会
を
挙
行
。

昭
和
二
川
年
（
←
九
四
九
）
一
月
、
中
野
操
氏
ら
の
発
起
に
よ
り
昭
和
十

三
年
に
設
立
さ
れ
た
杏
林
朏
故
会
を
本
会
の
支
部
細
織
と
し
、
Ⅲ
本
医
史
学

会
関
西
支
部
と
称
し
、
支
部
長
に
中
野
探
氏
就
任
。

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
十
二
川
、
関
西
支
部
機
関
誌
「
医
認
」
復
刊

（
昭
和
十
三
年
創
刊
よ
り
昭
和
十
九
年
六
月
休
刊
ま
で
十
七
号
発
刊
）

昭
和
二
八
年
二
九
五
三
）
七
川
、
山
崎
佐
氏
蝿
事
長
を
辞
し
、
六
代
、

皿
事
長
に
内
川
孝
一
氏
就
任
。
会
則
を
改
め
、
機
関
誌
復
刊
を
汁
阿
す
。

昭
和
二
九
年
二
九
五
Ⅲ
）
三
川
、
機
関
誌
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
復
刊

通
巻
制
を
廃
し
川
和
Ｉ
六
年
の
改
皿
時
に
測
り
一
年
分
を
一
巻
と
す
。
復
刊

節
一
号
の
通
刊
弟
一
三
三
五
号
を
輔
兀
巻
第
一
号
と
す
。
同
年
三
川
二
八
日

恒
例
の
先
祈
医
家
追
蛎
会
を
総
会
と
改
称
し
、
鋪
五
六
Ｍ
総
会
を
附
き
、
毎

年
一
回
開
催
に
定
む
。
Ⅲ
年
九
川
、
輔
十
川
回
同
際
医
史
学
会
談
に
始
め
て

参
加
し
、
珂
事
小
川
鼎
三
氏
ロ
ー
マ
の
会
縦
に
本
会
代
表
と
し
て
出
席
。

昭
和
三
三
年
（
一
九
・
九
八
）
輔
六
○
Ｍ
総
会
附
催
に
当
り
、
記
念
事
業
と

し
て
「
医
学
古
典
集
」
を
発
刊
。
川
月
現
在
「
Ⅱ
本
医
史
学
雑
誌
」
は
第
九

巻
第
一
号
ま
で
裡
刊
以
降
十
七
号
を
刊
行
、
ま
た
関
西
支
部
の
「
医
謂
」
は

通
巻
第
三
川
号
復
刊
以
降
十
七
号
を
刊
行
「
医
学
古
典
集
」
は
一
期
十
冊
と

し
、
う
ち
一
・
冊
乢
刊
、
以
下
翫
次
刊
行
の
予
定
。



蘭
学
と
い
え
ば
杉
田
玄
向
の
「
閑
学
事
始
」
を
思
い
出
す
の
は
自
然
の
勢
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
物
は
文
化
十
二
年
、
玄
川
八
十
三
才
の
時

書
か
れ
た
も
の
で
、
「
解
体
新
書
」
出
版
の
時
か
ら
す
で
に
四
十
年
以
上
を
経
て
お
り
ま
す
関
係
上
、
玄
白
自
身
の
記
憶
の
汎
Ｍ
も
間
々
認
め

ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
Ⅲ
得
ら
れ
る
資
料
と
し
て
雌
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
連
い
あ
り
ま
せ
ん
。

但
し
書
中
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
習
が
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
、
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
両
善
三
郎
、
吉
雄
幸
左
衛
門
等
の
献
言
に
よ
っ
て
始
め

て
許
さ
れ
た
が
ご
と
く
述
べ
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
織
り
で
あ
り
ま
す
。
い
か
に
ノ
ン
キ
な
時
代
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
渡
来
以
来
百
四
十
年
以
上

も
通
詞
が
オ
ラ
ン
ダ
語
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
史
料
を
参
照
し
て
も
、
「
商
館
長
日
誌
」
一
六
七
三
年
（
延
宝
北
年
）

十
一
月
九
Ｈ
の
条
に
、
促
岫
奉
行
の
命
令
で
十
才
か
ら
十
二
才
の
少
年
数
名
を
毎
日
出
島
に
適
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
読
み
方
書
き
方
を
稽
古

せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
通
航
一
覧
」
に
も
『
寛
文
十
一
年
九
月
晦
口
附
阿
蘭
陀
通
訶
起
請
文
前
＃
』
に
『
弥
無
汕

断
、
阿
藺
陀
訶
稽
古
川
仕
恢
』
と
誓
っ
て
お
り
ま
す
。
ケ
ン
プ
ェ
ル
の
「
日
本
史
」
の
序
文
に
も
彼
が
一
日
本
人
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
教
え
た
こ

と
を
記
し
て
あ
り
ま
す
。
ゆ
え
に
長
崎
に
お
い
て
は
、
吉
宗
の
所
謂
『
解
禁
』
以
前
に
オ
ラ
ン
ダ
語
に
通
じ
た
通
詞
が
お
り
彼
等
は
蘭
文
を
解

し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
当
を
得
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
杉
田
玄
白
が
「
解
体
新
書
」
雛
訳
に
当
っ
た
当
時
、
江
戸
の
人
の
オ
ラ
ン
ダ
語
に
関
す
る
知
識
は
如
何
で
あ
っ
た
か
が
川
越
と
な
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り
ま
す
。
一
Ｍ
の
盟
主
と
仰
い
だ
前
野
良
沢
だ
け
は
、
青
木
昆
陽
の
晩
年
に
そ
の
弟
子
と
な
り
、
昆
陽
も
そ
の
志
に
感
じ
て
澗
奥
を
伝
え
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
時
に
明
和
』
ハ
年
、
良
沢
四
十
七
才
の
時
で
あ
り
ま
し
た
。
良
沢
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ぶ
機
縁
を
与
え
た
の
は
、
淀
藩
の
坂
江
鴎

と
い
う
人
で
、
あ
る
日
こ
の
人
が
蘭
筈
の
残
編
を
示
し
て
良
沢
に
こ
れ
は
読
め
る
だ
ろ
う
か
と
申
し
ま
し
た
。
当
時
良
沢
は
も
ち
ろ
ん
オ
ラ
ン

ダ
語
も
オ
ラ
ン
ダ
文
字
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
人
間
の
書
い
た
も
の
が
読
め
な
い
筈
が
な
い
と
、
志
を
立
て
青
木
昆
賜
に

入
門
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昆
陽
の
死
後
、
再
度
長
崎
に
遊
び
、
士
Ⅱ
雄
や
楢
林
等
の
通
詞
に
学
び
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
辞
菩
と
医
書
そ
の
他

を
讓
り
う
け
て
江
戸
に
帰
り
、
独
学
で
相
当
の
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
反
し
玄
口
の
力
は
小
塚
原
の
脈
分
の
時
ま
で
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
も
知
な
か
っ
た
の
で
し
た
。
始
め
は
江
戸
に
き
た
甲
比
丹
菅
邑
９
画
旨
い
に

随
行
し
た
通
訶
西
善
三
郎
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
習
い
た
い
旨
申
入
れ
ま
し
た
が
四
に
号
］
具
・
目
昌
爲
房
①
目
等
の
語
を
聞
か
さ
れ
て
「
お
よ
し
な

さ
い
」
と
い
わ
れ
る
ま
ま
、
学
習
を
あ
き
ら
め
ま
し
た
。

こ
の
西
善
三
郎
は
（
明
和
五
年
五
十
五
才
で
股
）
始
め
て
蘭
日
辞
書
の
編
纂
に
着
手
し
た
人
で
、
「
商
館
長
Ｈ
誰
」
一
七
六
七
年
（
川
利
四

年
）
七
月
土
一
百
の
条
に
型
①
庁
の
局
巨
胃
冒
Ｓ
シ
ト
国
の
部
を
訳
し
た
と
出
て
お
り
ま
す
。
ま
た
厨
巨
冒
の
弄
乏
ｏ
ｏ
ａ
①
号
○
①
穴
と
い
う
辞
書
を
オ
ラ

ン
ダ
人
か
ら
借
り
て
、
三
部
も
そ
の
写
本
を
作
っ
た
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
も
そ
の
言
を
直
ち
に
彼
に
与
え
た
こ
と
も
「
蘭
学
事
始
」
に
の
っ
て

い
ま
す
。
玄
臼
は
「
蘭
学
事
始
」
の
巾
で
、
自
分
の
こ
と
は
謙
遜
し
て
耆
い
て
お
り
ま
す
か
ら
、
当
時
の
蘭
学
知
識
は
単
に
あ
て
ず
つ
ぼ
う
で

あ
っ
た
か
の
ご
と
く
誤
解
し
て
い
る
人
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
第
一
に
『
眉
と
い
う
も
の
は
目
の
上
に
生
じ
た
る
毛
な
り

と
有
る
よ
う
な
る
一
句
、
紡
佛
と
し
て
、
長
き
Ｈ
の
春
の
一
日
に
は
明
ら
め
ら
れ
ず
』
と
あ
る
の
で
、
こ
ん
な
に
簡
単
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
い

●

で
は
彼
等
の
語
学
の
力
も
知
れ
て
い
る
と
解
す
る
人
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
訳
は
『
隻
眉
、
毛
斜
生
者
也
：
・
・
・
』
と
誤
り
な
く
つ
い
て
い

ま
す
。第

二
に
『
あ
る
日
、
鼻
の
所
に
て
フ
ル
ヘ
ッ

う
や
く
長
崎
よ
り
良
沢
求
め
帰
り
し
簡
略
な
る

庭
を
掃
除
す
れ
ば
、
そ
の
塵
土
集
り
フ
ル
ヘ
ッ

ヘ
ン
ド
せ
し
も
の
な
り
と
あ
る
に
至
り
し
に
こ
の
語
わ
か
ら
ず
い
か
に
も
せ
ん
よ
う
な
し
。
よ

一
小
冊
あ
り
し
を
兄
合
た
る
に
、
木
の
枝
を
断
ち
た
る
通
、
フ
ル
ヘ
ヅ
ヘ
ン
ド
を
な
し
、
ま
た

ヘ
ン
ド
す
と
い
う
よ
う
に
よ
み
出
せ
り
、
時
に
翁
思
う
に
．
…
：
鼻
は
而
中
に
あ
り
て
堆
起
す
る

（ 2 ）



こ
の
本
に
は
上
巻
は
、
蘭
交
渉
の
こ
と
か
ら
蘭
学
が
有
用
な
こ
と
を
説
き
、
下
巻
に
藺
語
の
学
習
方
法
を
簡
単
に
説
明
し
た
も
の
で
、
陶
学

の
入
門
書
と
し
て
そ
の
後
独
自
の
立
場
を
占
め
ま
し
た
。
序
文
は
彼
の
後
援
者
で
あ
っ
た
福
知
山
の
朽
木
昌
綱
候
が
書
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
に
中
世
以
来
Ｈ
本
は
シ
ナ
以
外
に
川
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
大
い
に
蘭
書
に
よ
り
世
界
の
地
理
を
学
び
た
い
希
望
を
洩
し
て
い
ま
す
。

果
し
て
侯
は
寛
政
元
年
「
新
撰
泰
西
輿
地
図
説
」
を
著
し
、
さ
ら
に
「
西
洋
銭
譜
」
と
い
う
著
述
も
あ
り
ま
す
。

大
槻
玄
沢
は
こ
の
ほ
か
帥
の
杉
田
玄
内
か
ら
「
解
体
新
書
」
の
校
正
増
補
を
依
嘱
せ
ら
れ
、
「
重
訂
解
体
新
苦
」
十
三
巻
を
沖
き
、
文
政
九

蘭
学
の
第
二
段
の
発
達
は
『
蘭
学
階
梯
』
二
巻
を
作
っ
た
大
槻
玄
沢
の
功
に
帰
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
玄
沢
と
い
う
鞆
は
玄
白
と
良
沢

の
一
宇
宛
を
頂
い
た
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。
奥
州
一
ノ
間
の
医
官
建
部
消
庵
に
見
込
ま
れ
、
次
男
の
亮
策
と
共
に
江
戸
に
出
て
玄
白
の
門
に
入

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
時
に
安
永
七
年
、
玄
沢
は
当
時
二
十
二
才
で
あ
り
ま
し
た
。
「
蘭
学
事
始
」
の
中
に
も
『
此
出
の
天
性
を
兇
る
に
、

凡
そ
物
を
学
ぶ
事
、
実
地
を
踏
ざ
れ
ぱ
な
す
こ
と
な
く
、
心
に
徹
底
せ
ざ
る
事
は
筆
舌
に
上
せ
ず
。
一
体
豪
気
は
薄
け
れ
ど
も
す
べ
て
浮
た
る

事
を
好
ず
。
和
藺
の
究
理
学
に
は
生
れ
得
た
る
才
あ
る
人
な
り
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
後
に
長
崎
に
遊
学
（
天
明
五
年
二
十
九
才
）
江
戸
に

帰
っ
て
か
ら
芝
簡
堂
と
い
う
学
塾
を
附
き
ま
し
た
．
本
職
は
伊
達
候
の
医
官
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
天
明
八
年
三
十
二
才
の
時
「
閑
学
階
梯
」

を
州
版
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

も
の
な
れ
ば
フ
ル
ヘ
ッ
ヘ
ン
ド
は
堆
と
い
ふ
こ
と
な
る
べ
し
。
：
：
・
・
其
時
の
う
れ
し
さ
、
何
に
た
と
へ
ん
方
も
な
く
、
連
城
の
玉
を
得
し
心
地

せ
り
』
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
玄
白
の
思
い
違
い
で
、
鼻
の
所
に
は
原
苦
で
は
乏
笥
言
魚
の
目
（
堆
）
で
は
な
く
、
ご
Ｏ
ｏ
Ｈ
巳
璽
①
①
斎
且
（
突
出

す
る
）
と
い
う
字
を
川
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
訳
に
も
『
夫
鼻
者
隆
起
．
．
：
．
．
』
と
あ
り
ま
す
。

以
上
の
二
カ
所
は
玄
山
が
銃
普
の
気
持
を
お
し
は
か
っ
て
多
少
洲
色
し
た
と
い
う
か
、
山
白
く
読
ま
せ
る
た
め
に
書
い
た
よ
う
で
す
。
決
し

て
当
時
の
学
音
の
語
学
力
が
劣
っ
て
い
た
と
考
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
月
に
六
七
回
も
集
っ
て
、
凡
そ
一
年
余
も
過
ぎ
た
頃
は
『
語
訳
も
漸

く
増
し
、
読
に
随
ひ
自
然
と
彼
川
の
事
態
も
了
解
す
る
様
に
て
、
後
々
は
其
章
句
の
疎
き
所
は
、
一
日
に
十
行
も
、
そ
の
余
も
、
格
別
の
労
苦

な
く
解
し
得
る
や
う
に
』
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
語
学
力
の
進
歩
も
驚
く
謡
へ
き
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
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玄
沢
に
つ
づ
く
も
の
と
し
て
は
、
の
。
耳
の
『
の
内
科
苔
を
訳
し
て
「
西
説
内
科
撰
要
」
を
出
版
し
た
宇
田
川
玄
随
、
京
阪
の
地
に
蘭
学
の
基
を

築
い
た
小
石
元
俊
、
橋
本
宗
吉
の
名
を
あ
ぐ
季
へ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
始
め
蘭
学
が
医
者
ど
も
の
唱
え
出
し
た
学
派
で
あ
っ
た
と
は
実
は
偶
然

の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
玄
白
、
良
沢
、
淳
庵
群
が
医
官
で
あ
っ
た
関
係
上
、
玄
沢
、
玄
随
、
元
俊
等
が
皆
東
都
や
地
方
の
医

者
で
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
し
得
な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も
緒
方
洪
庵
に
至
る
ま
で
、
蘭
学
が
多
く
医
者
の
家
に
伝
っ
た
こ
と
は
、
一

つ
に
は
医
学
が
人
体
と
い
う
仙
人
に
も
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
も
の
を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
側
す
る
両
洋
の
学

が
日
本
に
入
り
や
す
か
っ
た
こ
と
、
一
ろ
に
は
衣
食
の
資
を
医
業
に
求
め
て
別
に
学
問
を
励
む
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
闘

学
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
の
本
居
宣
長
は
松
阪
の
開
業
医
で
あ
り
ま
し
た
．

年
彼
の
七
十
才
の
時
に
出
版
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
附
図
は
「
医
範
提
綱
」
の
附
図
が
文
化
五
年
亜
欧
堂
田
善
の
州
版
で
出
版
さ
れ
た
の
に
次

い
で
有
名
で
あ
り
ま
す
。

ま
し
た 「

解
体
新
書
」
の
緋
択
が
閑
学
の
第
一
歩
と
す
れ
ば
「
陶
学
階
梯
」
の
出
版
は
そ
の
第
二
歩
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
側
学
を
進
歩
発
股

▲

せ
し
め
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
鯛
日
辞
書
の
細
纂
と
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
法
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
二
つ
の
難
川
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り

「
蘭
学
事
始
」
の
終
の
方
に
は
、
そ
の
辞
書
綿
纂
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
稲
村
三
伯
の
事
蹟
で
あ
り
ま
す
。
彼
も
閃
州
快
池

田
氏
の
医
官
で
あ
り
ま
し
た
が
「
蘭
学
階
梯
」
を
学
ん
で
蘭
学
に
志
し
、
寛
政
四
年
大
槻
玄
沢
の
門
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
蘭
日
辞
当
の

な
い
こ
と
が
は
な
は
だ
不
便
で
あ
る
こ
と
を
州
感
し
、
西
善
三
郎
が
前
に
箸
手
し
た
マ
ー
リ
ン
の
辞
書
の
雛
訳
を
帥
の
玄
沢
に
申
入
れ
ま
し

た
。
玄
沢
は
括
の
序
で
に
、
向
分
の
知
人
の
も
と
長
崎
の
通
詞
で
あ
る
石
井
恒
右
衛
門
と
い
う
者
が
今
は
白
河
侯
（
松
平
定
伯
）
の
臣
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
人
が
西
の
遺
志
を
つ
い
で
辞
菩
細
纂
の
志
が
あ
る
こ
と
を
物
語
り
ま
し
た
。

三
伯
は
喜
ん
で
石
井
に
入
門
し
、
訳
語
を
受
け
て
は
筆
記
し
て
辞
苦
の
編
纂
に
つ
と
め
ま
し
た
。
そ
の
後
宇
川
川
玄
随
、
岡
田
甫
説
も
仲
間

に
入
れ
ま
し
た
。
石
井
が
君
侯
に
従
っ
て
白
河
へ
行
く
時
に
は
、
三
伯
は
国
色
盲
四
の
閏
仏
辞
書
を
玄
沢
か
ら
腓
り
て
石
井
に
托
し
た
と
い
わ

三
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れ
ま
す
。
こ
の
辞
書
は
刃
四
口
８
尉
函
画
冒
四
の
著
書
で
、
わ
が
国
に
も
多
く
輸
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

而
井
は
郷
里
で
こ
の
辞
書
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
部
分
を
日
本
語
に
か
え
て
、
遂
に
大
体
一
年
で
蘭
日
辞
書
の
原
稿
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し

て
翌
年
（
天
川
七
年
）
江
戸
へ
帰
る
と
共
に
原
稿
を
三
伯
に
渡
し
、
三
伯
は
さ
ら
に
こ
れ
を
校
正
し
ま
し
た
。
さ
て
印
刷
で
あ
り
ま
す
が
、
オ

ラ
ン
ダ
語
の
胤
語
は
活
版
で
印
刷
し
、
そ
の
傍
に
手
で
訳
語
を
書
き
入
れ
、
遂
に
三
十
部
の
辞
筈
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
こ
れ
が
寛
政
八
年

で
、
天
明
六
年
か
ら
と
す
れ
ば
約
十
年
を
要
し
ま
し
た
。
十
三
巻
、
六
四
○
三
五
語
で
あ
り
ま
す
。
世
に
大
体
八
万
語
と
申
し
て
お
り
ま
す
が

今
は
板
沢
氏
の
本
に
あ
る
数
字
を
借
り
ま
し
た
。

こ
の
辞
書
は
俗
に
「
江
戸
ハ
ル
区
と
巾
し
ま
す
か
、
こ
れ
は
別
に
「
長
崎
ハ
ル
区
と
申
す
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
後
者
は
オ

ラ
ン
ダ
の
甲
比
丹
口
○
農
が
二
○
年
近
く
も
長
崎
に
滞
在
す
る
間
に
、
長
崎
通
詞
と
力
を
合
せ
て
作
っ
た
も
の
で
、
一
名
「
ヅ
ー
フ
ハ
ル
ご

と
も
称
し
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
も
こ
の
写
本
一
部
を
具
え
て
い
た
こ
と
は
「
福
翁
自
伝
」
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
ま
す
。
後
安
政
二
年
に
な
っ

て
株
川
月
池
の
論
に
よ
り
始
め
て
川
版
さ
れ
「
和
蘭
辞
彙
」
十
三
冊
と
な
り
ま
し
た
。

部
数
雌
か
三
十
部
し
か
な
い
こ
の
大
部
の
辞
書
を
何
と
か
も
つ
と
簡
便
な
も
の
に
し
た
い
と
は
誰
し
も
考
え
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
江
戸

ハ
ル
マ
Ⅲ
行
後
十
五
年
に
し
て
文
化
七
年
滕
林
泰
助
が
「
訳
鍵
」
二
巻
を
出
し
ま
し
て
、
そ
の
日
的
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
部
木
版
で
本

文
←
一
九
四
枚
、
薬
名
三
三
枚
、
計
三
二
七
枚
で
、
二
十
一
行
二
段
で
一
枚
八
四
語
に
な
る
の
で
合
計
二
、
七
四
六
八
語
、
約
三
万
語
と
い
わ
れ

ま
す
。
藤
村
は
三
伯
が
晩
年
京
都
に
塾
を
附
い
た
時
の
門
人
で
あ
り
ま
す
。
時
に
三
伯
は
海
卜
随
鴎
と
名
を
改
め
て
お
り
ま
す
。
後
に
安
政
四

年
に
至
り
、
大
野
藩
の
広
田
憲
寛
に
「
択
鍵
」
を
増
補
改
正
し
て
五
冊
の
木
版
本
と
し
て
出
版
し
ま
し
た
。
な
お
滕
林
本
の
「
訳
鍵
」
に
は
附

録
一
冊
が
あ
り
ま
す
が
、
別
に
「
蘭
学
蓬
」
と
い
う
名
の
単
行
本
も
あ
り
ま
す
。
内
容
は
同
一
で
、
「
江
戸
ハ
ル
ご
の
出
版
の
巾
来
か
ら
説

き
起
し
て
、
閑
語
の
独
料
書
の
体
を
な
し
て
い
ま
す
。

オ
｜
プ
ン
ダ
文
法
を
本
格
的
に
研
究
し
だ
し
た
の
は
長
崎
の
通
詞
本
木
栄
之
進
の
弟
子
に
あ
た
る
志
筑
忠
雄
で
あ
り
ま
す
。
「
蘭
学
事
始
」
に

も
『
此
人
（
本
木
）
の
弗
子
に
志
筑
忠
次
郎
と
い
へ
る
一
訳
士
あ
り
き
。
性
多
病
に
し
て
早
く
其
幟
を
辞
し
、
他
へ
遷
り
、
本
姓
小
野
に
復
し

唾
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幣
末
に
は
箕
作
院
甫
が
「
オ
ラ
ン
ダ
文
典
」
前
後
二
冊
を
繩
刻
し
て
出
版
し
ま
し
た
。
前
細
は
９
画
日
国
営
百
で
天
保
十
三
年
、
後
綿
は

響
昌
四
凶
如
で
嘉
水
元
年
の
出
版
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
冊
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ぶ
初
学
者
が
大
い
に
益
し
た
こ
と
は
「
禍
翁
自
伝
」
に

祁
細
物
紙
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
（
大
阪
大
学
医
学
部
教
授
）

て
退
隠
し
、
油
を
も
っ
て
世
人
の
交
通
を
謝
し
、
独
学
ん
で
専
ら
閑
耆
に
耽
り
、
群
耆
に
日
を
さ
ら
し
其
中
彼
の
科
の
書
を
講
明
し
た
り
と
な

り
』
と
あ
り
ま
す
。
志
筑
忠
次
郎
は
通
称
で
、
柳
圃
と
号
し
、
本
姓
は
中
野
で
小
野
柳
圃
と
い
う
も
同
・
人
で
あ
り
ま
す
。
安
永
五
年
養
父
の

跡
を
つ
い
で
職
古
通
辞
と
な
り
「
翌
六
年
そ
の
職
を
辞
し
、
本
姓
小
野
に
復
し
て
学
究
唯
活
に
入
り
、
寛
政
十
年
に
「
暦
象
新
苦
」
と
い
う
訳

書
を
川
し
ま
し
た
。
こ
の
志
筑
忠
雄
が
苦
心
し
て
「
和
闘
訶
品
考
」
と
い
う
文
法
苦
を
作
り
ま
し
た
が
、
人
に
示
さ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

彼
の
門
人
に
賜
場
佐
十
郎
、
こ
の
人
は
語
学
の
天
才
と
も
い
う
←
へ
き
人
で
、
文
化
十
年
に
「
｜
剛
正
閑
語
九
品
集
」
と
い
う
文
法
普
を
作
っ
て

お
り
ま
す
。
Ⅲ
木
で
始
め
て
系
統
的
に
ロ
シ
ア
語
を
研
究
し
た
の
も
馬
場
佐
十
郎
で
あ
る
一
」
と
は
有
名
な
事
実
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
柵
栗
洋
斉
の
「
六
楕
川
篇
」
（
文
化
十
一
年
）
や
大
槻
玄
沢
の
子
に
あ
た
る
玄
韓
（
撚
里
）
の
「
蘭
学
凡
」
（
文
化
十
三
年
）
も
有
名
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
よ
り
先
、
文
化
九
年
に
は
「
訳
蹄

と
し
て
は
岐
初
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
訳
鍵
」
の
著
者
藤
林
泰
肋
の
「
和
蘭
語
法
解
」
三
巻
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
は
和
陶
文
法
を
説
い
た
刊
本
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序
説

哩
川
時
代
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
渉
が
日
本
の
文
化
全
般
に
対
し
て
与
え
た
影
響
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。
な
か
で
も
日
本
の
医
学
が
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
大
き
な
変
革
を
来
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
従
っ
て
口
蘭
医
学
の
交
渉
に

つ
い
て
の
鼬
的
考
証
も
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
十
八
枇
紀
の
未
取
を
巾
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
「
鯛
学
創
始
」
よ
り
後
の
こ
と

に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
が
日
本
と
直
接
交
渉
を
行
な
っ
た
の
は
十
七
世
紀
の
初
め
の
頃
で
、
医
学
的
の
交
渉
も
そ
れ

よ
り
砧
々
降
っ
た
時
に
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
等
の
事
蹟
に
つ
い
て
の
考
証
は
数
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
等
と
て
も
系
統
だ
っ

た
詳
し
い
も
の
は
少
な
い
よ
う
に
考
え
る
。
そ
れ
に
は
拠
る
ゞ
へ
き
根
本
史
料
が
乏
し
か
っ
た
こ
と
が
股
も
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
私
は
旧
闘
交
渉
を
知
る
鍵
と
も
い
う
零
へ
き
い
わ
ゆ
る
「
蘭
館
日
誌
」
を
通
読
し
て
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
十
七
肚
紀
に

お
け
る
日
藺
間
の
医
学
ｆ

の
交
渉
に
つ
い
て
幾
分
な
り
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
「
蘭
館
日
誌
」
を
主
要
な
史
料
と
し
て
表
題
の
こ
と

に
関
し
て
洲
識
へ
た
と
こ
ろ
を
巾
上
げ
た
い
。

一
、
「
菌
館
日
誌
」

い
わ
ゆ
る
「
閑
館
日
誌
」
と
は
ど
ん
な

と
は
Ⅱ
本
に
来
任
し
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
挺

士
心
一

三
一
画
Ｌ

と
は
ど
ん
な

特
別
講
演日

閑

も
の
で
、
ま
た
い
か
な
る
内
容
を
持
っ
た
も
の
か
に
つ
い
て
一
と
お
り
説
明
す
れ
ば
、
「
胴
館
日
誌
」

ソ
ダ
商
館
挺
６
弓
の
号
○
○
唾
）
の
公
け
の
日
次
記
録
で
あ
っ
て
、
三
ハ
ー
三
年
よ
り
一
八
六
○
年
に
豆
る
二
百
一
一

医
学
交
流
史

’
十
七
世
紀
に
お
け
る
日
藺
医
学
の
交
渉
Ｉ

大
鳥
閏
三
郎

（ 7 ）
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旧
本
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
渉
は
一
六
○
○
年
よ
り
始
ま
っ
た
と
券
え
ら
れ
て
い
る
が
、
正
式
に
通
商
関
係
が
生
じ
た
の
は
一
六
○
九
年
九
月

九
Ⅱ
平
戸
に
Ｗ
易
商
務
を
行
な
う
た
い
の
挫
物
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
建
物
が
い
わ
ゆ
る
「
オ
ラ
ン
ダ
商

館
」
略
し
て
閑
館
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
種
々
の
事
情
か
ら
一
六
四
○
年
末
に
取
壊
わ
さ
れ
、
ニ
ハ
四
一
年
六
月

に
長
岫
川
脇
に
移
り
、
一
八
六
○
年
ま
で
存
続
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
商
伽
に
は
商
館
長
の
ほ
か
に
そ
の
次
府
に
位
す
る
上
席
商
務
員
、
商
務
員
袖
、
医
師
、
事
務
員
そ
の
他
の
人
々
が
い
た
。
そ
の
人

数
は
年
に
よ
っ
て
変
動
が
あ
る
が
、
二
十
人
か
ら
三
十
人
位
で
あ
っ
た
。
「
閑
館
日
誌
」
一
六
六
二
年
十
一
月
六
Ｈ
の
噸
に
は
出
島
に
い
る
闘

館
此
の
数
を
三
十
七
人
と
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名
、
役
名
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
医
師
に
上
級
、
下
級
の
二
名
が
い
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
表
に
示
し
た
医
師
の
ほ
か
に
も
医
師
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
商
館
長
の
任
期
は
原
則
と
し
て
一

年
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
原
則
は
始
め
の
間
は
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
た
が
十
八
世
紀
に
入
る
と
Ⅲ
じ
商
館
長
が
翌
年
も
滞
留
し
て
い
る
例

が
ち
ょ
い
ち
ょ
い
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
閑
館
医
師
は
次
年
度
も
引
統
い
て
在
任
し
た
も
の
が
多
く
、
な
か
に
は
三
年
、
四
年
幟
に
あ
っ
た
も
の

が
あ
る
の
は
炎
に
示
す
ご
と
く
で
あ
る
。

閑
帥
腿
は
す
べ
て
十
月
初
旬
と
卜
一
月
初
旬
と
の
間
に
交
替
す
る
の
が
慣
わ
し
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
「
閑
館
口
誌
」
は
そ
の
年
の
十
月
初
旬

か
ら
十
一
月
初
旬
の
間
に
始
ま
り
年
を
越
し
て
翌
年
の
十
月
よ
り
十
一
月
に
至
る
間
に
終
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
そ
の
名
の

十
年
Ⅲ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
欠
け
て
い
る
分
は
凡
そ
十
年
分
位
に
す
ぎ
な
い
。
一
六
三
一
年
よ
り
一
六
四
○
年
に
至
る
は
じ
め
の
十
年

Ⅲ
の
分
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
平
戸
に
在
っ
た
時
代
の
も
の
で
そ
れ
よ
り
後
は
長
崎
出
島
に
移
さ
れ
て
か
ら
後
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
長
時
日
に

一
価
．
り
、
多
く
の
人
が
記
し
た
「
閥
館
川
誌
」
の
腺
本
は
現
在
オ
ラ
ン
ダ
の
ヘ
ー
グ
に
在
る
倒
立
文
書
館
に
存
す
る
。
多
く
の
商
館
長
の
手
に
な

る
「
附
館
Ⅲ
池
」
の
内
容
は
文
例
に
よ
り
な
が
ら
も
種
々
雑
多
で
あ
る
が
、
多
方
血
に
お
よ
ぶ
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
内
容
を
板

沢
武
雌
教
授
は
一
、
経
済
史
料
、
二
、
政
淌
外
交
史
料
、
三
、
学
術
史
料
、
四
、
社
会
史
料
、
五
、
宗
教
史
料
の
五
つ
に
分
類
し
て
い
る
が
、

私
が
枕
ん
だ
の
は
こ
の
う
ち
の
三
に
胴
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

三
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館

（ 8 ）
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項
を
大
体
次
の
ご
と
く
分
類
し
、
』

館
医
の
名
前
を
表
に
し
て
掲
げ
る
。

示
す
通
り
貿
助
商
務
を
行
な
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
「
蘭
館
日
誌
」
も
こ
れ
に
関
す
る
記
事
が
主
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
他
の
方
剛
の
事
柄
に
つ
い
て
の
記
事
が
各
処
に
散
見
し
て
い
る
の
は
前
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

商
敞
催
は
将
耶
に
謁
見
す
る
た
め
に
参
府
旅
行
を
行
な
う
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
。
商
館
長
は
副
商
館
長
、
医
師
、
書
記
、
助
員
数
名
を
引
率

し
、
柾
戸
に
向
け
て
長
崎
を
出
発
す
る
の
が
術
で
、
そ
の
江
戸
到
着
は
一
月
、
二
月
、
三
月
の
頃
で
あ
っ
た
。
彼
等
が
江
戸
の
定
宿
に
到
着
後

将
軍
に
謁
見
す
る
ま
で
に
は
繩
々
の
叫
山
か
ら
か
な
り
日
数
が
か
か
っ
た
し
、
そ
れ
が
す
ん
で
か
ら
も
数
口
間
は
江
一
川
に
滞
在
し
た
．
こ
の
間

に
商
伽
災
ま
た
は
医
師
と
日
本
人
と
の
間
に
い
ろ
い
ろ
の
接
渉
が
恒
例
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
「
蘭
館
日
誌
」
の
記
事
は

こ
こ
で
は
特
に
屯
要
で
あ
る
。
江
戸
参
府
旅
行
に
要
し
た
日
数
は
一
定
し
て
い
な
い
が
、
通
常
片
道
四
週
間
か
か
っ
て
い
る
。
江
戸
滞
在
中
を

除
い
て
は
旅
行
巾
に
つ
い
て
の
記
事
は
毎
年
同
じ
よ
う
な
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

「
閑
蛇
口
誌
」
は
貿
易
に
関
す
る
こ
と
が
主
体
で
あ
る
か
ら
貿
易
に
関
す
る
各
種
の
表
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
日
蘭
間
の

貿
易
の
他
に
丸
時
の
支
那
か
ら
の
輸
入
肋
に
つ
い
て
表
も
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
を
兄
る
と
支
那
か
ら
多
量
の
医
薬
砧
が
入
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
に
関
心
の
あ
っ
た
日
本
側
の
奉
行
ま
た
は
大
名
か
ら
の
注
文
品
の
記
載
が
間
々
見
え
る
．
そ
の
な
か
に
医

薬
に
間
す
る
思
い
が
け
な
い
記
事
に
時
と
し
て
出
合
う
。
こ
れ
も
こ
の
世
紀
の
日
閑
間
の
医
学
的
交
渉
を
挽
く
上
に
重
要
な
史
料
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
背
景
と
し
て
「
藺
館
日
誌
」
の
一
六
円
一
年
よ
り
一
七
○
○
年
ま
で
に
至
る
口
記
か
ら
医
学
的
関
係
事

を
大
体
次
の
ご
と
く
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
実
例
を
あ
げ
て
説
明
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
前
に
こ
の
期
間
巾
に
来
惟
し
た
閑

四
、
考

按

（ 9 ）



'一七世紀に来任したlu島蘭館の医員

｜ 在 任 年 度在 任 年 度
名「｢

上貼名

｜ 唾
１

１
１

１

暦
哩
硅
２
３
４
５
６
７
８
和
２
３
享
２
３
４
禄
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１

天
貞
元

一本

１
２
１
２
３
４
５
６
７
８
１
２
３
１
２
３
４
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
２
１
２
３
４
５
６
７

８
９
０
１
２

１
１
１０

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

暦
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
７１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

西
師
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１

R西 暦 日 木
群
日

I’Juriaen

Juriaen
Cornelis

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ａ
匪

胞
に
肥
肥
肥
．
、
。
、

１
１
４
Ⅱ
Ⅱ
Ｌ
１
Ⅱ
几
１
Ⅱ
ユ
ー
Ⅱ
Ｌ
●
１
１
■
１
４

，
１
且
凸
己
■
且
。
で
Ⅱ
●
１
▲
凸
１
４
（
Ｆ
）
（
』
〉

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｒ
Ｒ

ｅｎ

郡
、
、
知
価
鮨
鮨

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
Ｒ
錘
町
酔
叩

肘
吋
吋
恥
画
昨
晩

寛文

寛文
延宝

延宝

延宝

延宝

延宝

延宝

延宝

延宝

天和

天和

天和

貞享

貞享
貞享
白古〆､二子一

元禄

元禄

元禄

元禄

元禄
元禄

元禄

元禄

元禄

元禄
元禄

元禄

１
１

Henselingh

Henselingh
Stevenszoon１

１

１

１
１

１

四
鋤
保
２
３
４
安
２
３
４
応
２
３
暦
２
３
泊
２
３
文
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
血

脈
慶
承
明
万
寛

８
９
０
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
１
２
３
１
２
３
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
２

１

永
永
永
保
保
保
保
安
安
安
安
応
応
応
暦
暦
暦
治
治
治
文
文
文
文
女
文
女
女
文
文

寛
寛
寛
正
正
正
正
慶
慶
慶
慶
承
承
承
明
明
明
万
万
万
寛
寛
寛
寛
寛
寛
寛
寛
寛
寛

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

６１

ｎ
ｎ

ｅ
ｅ

Ｓ
Ｓ

ｕ
ｕ

Ｏ
ｏ

ｒ
ｒ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
Ｓ

●
１
０
”
■
・
■
■
ご

ｈ
ｈ

ｔ
ｔ

ａ
ａ

Ｍ
Ｍ

CasperSchaemburger

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓｍ

ｍ
ｍ
ｒ

ｕ
ｕ
ｕ

ｔ
ｔ
ｔ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
．
虻
。
唾
・
正
ｒ
ｒ
ｅ

■
屯
■
４
■
。
■
且
■
ｑ
ｐ
４

ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
た
紀
ｋ

唖
畦
吋
畦
函
癖

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｐ
ｐ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｍ
ｍ

奉
率
蕊
咋
咋
咋
》
》
》
唖
睡
睡
軸
》
趣
《
》
》
睡
誕

Ｂ
Ｂ
Ｂ

碑
』
碑
》
恥
州
碑
礎
碑
砕
》
》
》
蹄
岬
岬
岬
州
噛
睡

‘
（
・
【
）

JanStipel
JohannesWunsch

’

WillemQuarles

ｅ
・
ｔＳｅ

函
ｎ
ｎ
ｎ
Ｖ
ｎ
ｌ

Ｓ
ｅ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｏ
一

唖
唖
唖
恥
恥
睡
恥
祉
唯

Ｂ
Ｂ
Ｂ
串
吐
虻
吐
ｖ
Ｓ

勺
ｌ
１
１
ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｒ
韮

・
に
・
嘘
・
妃
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
に
、

恥
恥
恥
皿
生
蛙
蛙
睡
耽 ’’



こ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
期
間
、
五
十
九
年
間
に
閲
館
医
と
し
て
来
任
し
た
人
の
数
は
名
前
の
判
明
し
て
い
る
者
だ
け
で
二
十
一
人
で
あ
る
。
表

を
見
れ
ば
わ
か
る
通
り
こ
れ
等
の
中
に
は
二
年
か
ら
四
年
間
も
統
け
て
そ
の
任
に
在
っ
た
人
も
あ
り
、
ま
た
度
き
て
帰
り
、
数
年
後
に
再
び

き
た
人
も
あ
る
。
こ
れ
等
の
う
ち
で
、
カ
ス
。
ヘ
ル
・
ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
、
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
、
エ
ン
ゲ
ル
》
ヘ
ル
ト
・
ケ
ン
プ
フ
ェ

ル
笄
に
つ
い
て
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
川
記
で
は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
城
後
の
項
で
ふ
れ
る
こ
と
に

す
るこ

れ
ま
で
説
明
し
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
Ｒ
藺
間
の
交
渉
は
Ⅱ
木
側
Ｗ
憲
の
厳
重
な
る
監
視
の
下
で
行
わ
れ
、
医
学
的
交
渉
に
つ
い
て
も
ま
た
川
様
な
る
環
境

の
う
ち
で
取
り
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｈ
閏
間
の
医
学
教
授
、
診
療
は
か
な
り
活
発
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
す
で
に
こ
の
時
代
か

ら
い
わ
ゆ
る
医
術
証
明
書
が
数
通
も
手
交
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

二
、
川
島
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
に
と
っ
て
使
崎
郊
外
へ
薬
草
採
集
に
川
か
け
る
こ
と
は
こ
の
時
代
か
ら
す
で
に
屡
々
試
み
ら
れ
て

い
た
。
参
府
旅
行
を
な
し
て
江
戸
に
滞
在
巾
に
行
わ
れ
た
日
本
人
医
者
と
の
対
談
は
か
な
り
頻
繁
に
取
り
か
わ
さ
れ
て
い
た
。

三
、
オ
ラ
ン
ダ
、
支
那
両
川
か
ら
輸
入
さ
れ
た
薬
仙
の
量
は
相
当
に
多
い
。

ィ
医
学
教
授
の
こ
と

口
病
人
修
畷
の
こ
と

〈
提
岫
郊
外
へ
薬
草

ニ
江
戸
に
て
日
本
人

ホ
薬
師
輸
入
の
こ
と

、
オ
ラ
／
グ
ヂ
量
里
子
こ

病
人
修
畷
の
こ
と

提
岫
郊
外
へ
薬
草

オ
ラ
ン
ダ
医
学
に

I

採
集
の
こ
と

江
戸
に
て
日
本
人
医
者
と
の
問
答
の
こ
と

特
志
を
よ
せ
る
大
名
、
奉
行
そ
の
他
の
人
の
こ
と

ス
ハ
ム
ブ
ル
ヘ
ル
、
ラ
イ
ネ
、
ケ
ン
ペ
ル
の
こ
と

五
、
結

三五
口ロ

( 11 )



Ⅶ
、
人
名
、
奉
行
所
関
係
の
人
々
が
オ
ラ
ン
ダ
医
学
に
寄
せ
た
間
心
は
決
し
て
小
さ
く
な
く
、
井
上
筑
後
守
政
重
の
ご
と
き
は
オ
ラ
ン
ダ
側
に

と
っ
て
は
余
り
好
ま
し
く
な
い
人
物
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
に
解
剖
学
の
木
を
注
文
し
て
い
る
ご
と
き
は
特
殊
の
地
位
に
あ
る
人

と
は
い
え
岡
洋
医
学
へ
の
関
心
が
淡
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ｈ
、
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
の
事
蹟
に
つ
い
て
こ
の
記
録
の
示
す
と
こ
ろ
は
他
の
藺
館
医
等
の
そ
れ
よ
り
も
一
段
と
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

肚
紀
に
川
本
へ
き
た
闘
館
医
の
巾
で
恐
ら
く
第
一
等
の
学
識
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
慶
応
大
学
医
学
部
講
師
）

（12）



古
代
印
度
文
明
を
解
川
す
る
上
に
お
い
て
、
重
要
な
資
料
と
な
る

も
の
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
叩
で
も
仏
典
が
一
段
と
価
値
あ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
今
さ
ら
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
仏
典

の
成
立
と
年
代
が
詳
び
ら
か
で
な
い
こ
と
は
、
他
の
資
料
と
Ｍ
様
、

こ
の
よ
う
な
研
究
に
お
い
て
は
非
常
な
欠
点
で
あ
る
。
従
っ
て
本
題

名
の
下
に
お
い
て
行
う
治
療
医
学
の
変
遷
に
つ
い
て
の
考
察
も
、
極

め
て
大
ま
か
な
分
け
方
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た

１
○

も

釈
迦
に
よ
り
興
っ
た
仏
教
は
紀
元
前
六
世
紀
よ
り
十
一
世
紀
の
始

め
頃
ま
で
約
千
五
百
年
に
わ
た
っ
て
統
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

原
始
仏
教
時
代
と
大
乗
経
典
成
立
以
後
の
時
代
と
二
大
別
し
、
後
者

を
さ
ら
に
初
期
、
中
期
お
よ
び
後
期
と
三
区
分
し
、
こ
れ
ら
の
時
代

の
代
表
的
な
経
典
を
通
し
て
湖
へ
得
た
こ
と
を
述
錆
へ
る
。

（
横
浜
巾
大
公
衆
衛
生
学
教
室
）

一
般
講
演

仏
典
に
見
ら
れ
る
古
代
印
度
医
学

ｌ
特
に
治
療
医
学
の
変
遷
に
つ
い
て
‐

杉
田
暉

道

三
焦
が
文
献
に
兇
ら
れ
る
の
は
一
‐
内
経
」
「
難
経
」
等
に
い
ち
じ
る

し
い
。
二
焦
が
五
臓
六
脈
の
内
の
一
脈
と
し
て
、
祢
来
そ
の
形
態
、

機
能
が
不
・
川
解
と
さ
れ
、
多
く
の
川
越
を
孕
む
に
至
っ
た
。
す
な
わ

ち
三
焦
は

一
、
名
の
み
あ
っ
て
形
な
し
。

二
、
水
穀
の
道
路
で
あ
る
。

三
、
孤
の
鵬
で
あ
る
。

四
、
服
気
の
別
使
で
あ
る
。

昨
年
秋
行
わ
れ
た
本
学
会
の
側
東
地
方
会
に
お
い
て
本
題
名
の
下

に
講
演
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
Ⅱ
き
続
い
て
研
究
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
今
ま
で
の
ま
と
め
た
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

（
械
浜
巾
火
公
衆
衛
生
学
散
室
）

チ
ャ
ラ
カ
本
集
に
見
ら
れ
る
医
学
（
そ
の
二
）

杉
田
暉
道

１
１

三
焦
の
諸
問
題吉

田
一

郎

（13）



清
の
眺
際
値
は
、
そ
の
若
「
古
今
偽
耆
考
」
の
中
で
、
「
金
置
要

略
」
は
、
漢
張
仲
景
撰
、
晉
王
叔
和
集
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

仲
景
の
撰
で
は
な
く
て
、
後
人
の
偽
託
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

私
は
、
こ
の
説
に
は
、
賛
成
で
き
な
い
。
私
は
か
つ
て
『
逸
文
よ

り
観
た
る
張
仲
景
の
医
学
』
と
越
す
る
揃
文
で
「
金
置
要
略
」
は
、

張
仲
景
「
五
蔵
諭
」
張
仲
環
「
療
黄
経
」
張
仲
景
「
口
歯
諭
」
張
仲

先
づ
一
、
は
所
謂
有
名
無
形
説
で
、
こ
れ
が
問
題
と
な
っ
た
の
は

宋
の
陳
一
言
の
「
二
因
方
」
（
三
凶
極
←
抽
証
方
）
あ
た
り
ら
し
く
、
Ｉ

旧
歴
壯
の
渚
大
家
た
と
え
ば
栄
の
徐
遁
・
陳
無
択
・
張
季
明
、
明
の

馬
仲
化
・
張
介
賓
・
李
時
珍
、
清
の
塵
諭
磯
・
祷
楚
胆
等
は
い
ず
れ

も
有
名
有
形
説
を
称
え
た
が
、
確
た
る
立
証
も
な
く
、
わ
が
国
江
戸

期
の
諸
家
を
は
じ
め
、
川
浦
以
来
の
現
代
の
諸
氏
も
、
明
説
を
欠
く

憾
が
あ
る
。
演
者
は
こ
れ
を
恥
代
医
学
的
に
も
納
得
で
き
う
る
、
新

説
を
樹
て
て
、
大
方
の
批
判
を
乞
わ
ん
と
す
る
。

二
’
三
’
四
、
も
三
雌
に
連
関
す
る
諸
問
題
と
し
て
、
こ
れ
が
解

明
を
試
み
る
。
（
開
業
埼
玉
県
深
谷
市
）

金
置
要
略
の
流
伝
と
傷
寒
論
と
の
関
係

大
塚
敬
節

景
「
療
姉
人
方
」
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
仲
餓
の
股
後
に
、
・
止
叔
和

が
細
集
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
と
の
べ
た
が
、
私
は
今
ｎ
も
な
お
、

こ
の
立
場
を
曜
持
し
て
い
る
。

唐
の
王
氏
の
「
外
台
秘
要
」
を
み
る
と
、
今
日
の
金
置
亜
略
」

中
の
条
文
や
薬
方
を
「
傷
寒
論
」
に
出
づ
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

し
て
み
る
と
、
王
氏
が
み
た
「
傷
寒
論
」
と
称
す
る
書
物
は
、
「
傷

寒
論
」
と
「
金
置
要
略
」
と
を
緒
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
と
こ
ろ
が
、
唐
の
孫
思
遡
が
み
た
「
傷
寒
術
」
は
、
「
金
瞳
・
典

略
」
と
切
り
は
な
し
た
、
今
Ｈ
わ
れ
ら
が
み
る
こ
と
の
で
き
る
「
傷

寒
論
」
に
似
た
体
裁
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
「
千
金
翌
方
」
を

み
れ
ば
、
こ
の
間
の
消
息
が
明
に
な
る
。
そ
こ
で
鵬
代
に
は
「
傷
寒

論
」
と
よ
ば
れ
た
書
物
に
「
金
置
要
略
」
を
合
冊
に
し
た
も
の
と
、

こ
れ
を
分
離
し
た
も
の
と
の
二
つ
の
種
知
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が

想
像
で
き
る
。
思
う
に
「
傷
寒
論
」
に
「
金
置
要
略
」
を
合
し
た
も

の
は
、
張
仲
景
医
学
全
書
に
相
当
す
る
も
の
で
、
好
事
家
の
手
に
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宋
の
林
億
が
み
た
仲
餓
「
金
債
飛
脚
要
略

方
」
三
巻
も
「
傷
寒
論
」
と
「
金
置
要
略
」
と
を
合
し
て
一
部
の
苦

物
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
金
置
要
略
」
の
序
文
に
よ
っ
て

も
川
か
で
あ
る
。

私
兄
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
張
仲
錐
の
医
挙
思
想
は
「
傷
寒
伽
」
よ

（14）



「
栄
高
僧
伝
」
巻
二
に
よ
る
と
、
善
無
長
三
蔵
は
巾
印
度
摩
伽
陀

国
の
人
で
梵
名
は
戌
掲
縦
僧
訶
、
一
に
輸
婆
迦
羅
昏
昏
胃
閉
冒
冨

と
称
し
、
訳
し
て
瀞
帥
子
、
義
訳
し
て
善
岻
畏
と
い
う
。
シ
ャ
ヵ
族

の
甘
露
飯
一
土
の
末
孫
で
川
王
の
位
に
あ
っ
た
が
、
難
に
よ
り
位
を
千

に
讓
り
、
出
家
し
て
那
闘
陀
寺
の
達
磨
掬
多
に
師
事
、
聡
伽
三
密
の

教
を
う
け
秘
奥
を
一
時
に
収
受
し
即
口
灌
頂
し
て
人
犬
の
帥
と
な
り

三
蔵
と
称
す
。
の
ち
大
暦
に
至
り
皇
帝
の
帥
と
し
て
遇
せ
ら
れ
、
附

元
四
年
（
七
一
六
）
梵
爽
を
も
た
ら
し
て
長
安
に
達
す
。
同
十
二
年

玄
宗
の
駕
に
従
い
洛
陽
に
入
り
桶
先
寺
に
て
一
行
と
共
に
緋
経
に
従

う
．
同
三
卜
年
訳
業
成
る
を
以
て
帰
凶
せ
ん
と
せ
し
も
詔
に
よ
り
不

許
。
同
二
十
三
年
十
月
十
七
Ｈ
示
寂
、
九
十
九
才
．
鴻
順
卿
を
陥
ら

れ
、
竜
門
両
山
広
紀
寺
に
葬
せ
ら
る
と
。
演
者
は
彼
の
訳
経
巾
に
医

り
も
、
む
し
ろ
「
金
置
要
略
」
に
お
い
て
、
そ
の
特
質
が
み
ら
れ
る

こ
の
こ
と
に
は
『
逸
文
よ
り
み
た
る
張
仲
景
の
医
学
』
の
中
で
も
ふ

れ
て
お
い
た
。
（
開
業
東
京
都
新
宿
区
三
栄
町
）

ｒ
、
〃
、
ノ
ー
１
ｆ
、
‐
ｆ
、
ｊ
ｉ
、
Ｊ
Ｌ
、
ノ
、
ｊ
ｑ
、
Ｊ
１
、
ｊ
ｆ
、
ノ
４
、
ｆ
、
＃
、
Ｐ
Ｆ
、
ノ
ー
、
／
、
Ｊ
１
、
ノ
ロ
、
Ｉ
Ｆ
、
Ｊ
ｆ
、
ｆ
、
‐
〃
も
１
Ｊ
も
り
ｌ
ｊ
Ｉ
１
ｆ
１
ｒ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
ー
Ｊ
１
、
ノ
ー
、
グ
ー
、
〃
Ｉ
、
〃
ｑ
、
ｊ
Ⅱ
、
ｆ
、
ｆ
ｉ
Ｊ
く
１
Ｊ
、
ノ
、
‐
ノ
、
ｊ
、
ｊ
‐
、
ノ
巳
、
〃
ｈ
ｊ
：
■
／
、

古
代
印
度
医
学
を

唐
に
伝
え
た
善
無
畏
三
蔵

石
原

明

楽
の
記
教
を
検
出
し
、
古
代
印
度
医
学
が
始
め
て
本
格
的
に
忠
に
伝

え
ら
れ
た
祉
跡
を
多
く
得
た
。
今
に
至
る
ま
で
頁
言
伝
持
の
八
祖
の

一
人
と
し
て
、
密
教
に
重
要
な
地
位
を
占
め
る
善
雌
長
は
、
た
だ
に

宗
柤
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
東
西
医
学
交
流
呪
上
の
重
要
な
人
物
で

あ
る
こ
と
を
、
そ
の
訳
経
の
記
文
に
よ
っ
て
証
明
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

百
数
十
巻
に
お
よ
ぶ
訳
経
の
巾
で
、
陛
薬
に
間
す
る
記
載
の
あ
る

も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経

二
、
摂
大
毘
盧
遮
郡
絲
大
菩
憧
諸
尊
密
印
標
識
曼
陀
雑
儀
軌

三
、
蘇
悉
地
掲
羅
経

四
、
蘇
婆
呼
童
子
請
間
経

五
、
三
種
蘇
悉
地
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
陀
雑
尼
法

六
、
仏
頂
尊
勝
心
破
地
獄
職
業
障
出
三
界
秘
密
三
叶
仏
果
三
繩
悉
地

真
言
儀
軌

七
、
仏
頂
尊
勝
心
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
陀
雑
尼

八
、
火
叫
供
養
儀
軌

九
、
無
畏
三
蔵
禅
要
（
横
浜
市
大
医
史
学
講
座
）
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官
撰
史
筈
を
は
じ
め
医
峨
史
の
専
菩
に
は
、
必
ず
奈
良
時
代
の
代

表
医
家
と
し
て
鑑
頁
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
物
部
広
足
は
勅
に
よ

っ
て
彼
に
つ
い
て
医
を
学
び
、
ま
た
「
鑑
真
秘
方
」
な
る
秘
伝
書
も

あ
っ
た
と
い
う
が
、
い
ま
は
存
し
な
い
。
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
彼

の
十
七
回
践
に
撰
し
た
「
鑑
真
過
海
大
師
東
征
伝
」
（
淡
海
真
人
撰
）

や
、
鎌
倉
時
代
に
描
か
れ
た
「
東
征
絵
伝
」
な
ど
に
よ
っ
て
多
く
の

伝
悦
が
あ
る
が
、
蝋
頁
の
・
陵
学
の
内
容
に
つ
い
て
は
従
来
あ
ま
り
詳

し
く
知
ら
れ
て
い
な
い
・

演
者
は
丹
波
康
頼
の
「
医
心
方
」
巾
に
彼
の
亡
供
し
た
医
耆
を
引

用
せ
る
四
条
の
本
文
を
検
出
し
、
ま
た
彼
の
附
法
の
門
下
唐
僧
法
進

の
「
沙
弥
戒
経
疏
」
巾
の
医
学
関
係
の
記
載
を
精
検
し
た
結
果
、
鑑

真
の
伝
え
た
医
学
は
、
傭
の
「
詣
瓶
源
候
諭
」
に
立
脚
し
た
医
説
で

あ
り
、
治
療
方
針
は
孫
興
人
の
「
千
金
方
」
な
ど
と
系
統
を
同
じ
く

す
る
丹
薬
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
「
紫
雪
」

な
ど
の
複
雑
な
製
剤
技
術
を
必
要
と
す
る
薬
剤
を
よ
く
川
い
て
い
た

こ
と
（
「
医
心
方
」
の
引
文
に
よ
る
）
か
ら
も
、
彼
は
当
時
に
お
け
る

奈
良
時
代
の
名
僧
鑑
真
の

伝
え
た
医
学
に
つ
い
て

石
原

明

岐
新
の
医
学
を
伝
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

演
者
は
現
存
史
料
の
す
べ
て
に
よ
り
、
鑑
貞
の
医
学
の
内
容
を
推

察
し
、
こ
れ
が
わ
が
奈
良
時
代
の
医
学
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い

て
考
察
す
る
。
（
横
浜
市
大
医
学
部
医
史
学
描
座
）

軍
陣
衛
生
史
ノ
ー
ト

ｉ
衛
生
史
の
研
究
そ
の
二
十
’

三
浦
豊
彦

ト
ラ
ヤ
ン
記
念
柱
に
軍
医
ら
し
い
人
の
姿
が
み
ら
れ
、
ロ
ー
マ
時

代
に
す
で
に
車
医
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
わ

が
国
の
場
合
に
は
ど
の
時
代
か
ら
こ
う
し
た
人
た
ち
が
轍
業
と
し
て

存
在
し
て
い
た
の
か
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
。

源
平
時
代
に
は
戦
う
人
た
ち
が
互
に
救
護
し
、
応
急
処
置
を
や
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
応
仁
以
後
に
は
金
創
医
と
称
す
る
一
派
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

け
れ
ど
も
や
や
形
を
と
と
の
え
て
き
た
の
は
徳
川
期
に
入
っ
て
か

ら
で
あ
っ
て
、
文
化
元
（
一
八
○
四
）
年
に
は
原
南
陽
が
「
柴
単
」

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
余
り
進
ん
だ
も
の
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（16）



幕
末
に
な
る
と
西
洋
軍
陣
医
犠
の
影
響
を
う
け
て
新
し
い
軍
陣
医

学
苔
が
二
三
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
欧
米
の
数
師
た
ち
に
教

育
さ
れ
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
川
治
時
代
の
耶
艸
衛
唯
学
の
発
達
の

基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

今
回
私
は
手
許
の
資
料
に
雌
ず
い
て
覚
え
苫
縄
度
で
は
あ
る
が
、

日
本
の
軍
陣
衛
生
発
達
史
を
の
べ
識
者
の
教
示
を
得
た
い
と
思
う
の

で
あ
る
。
（
労
働
科
学
珊
究
所
Ⅲ
）

ア
ラ
ビ
ア
痘
瘡
胎
磁
説
東
漸
考

三
木
栄

演
者
は
、
左
記
の
川
序
で
、
γ
ラ
ビ
ャ
痘
瘡
胎
毒
説
が
中
国
に
伝

わ
り
日
本
、
朝
鮮
に
お
よ
び
、
こ
の
説
が
広
く
川
い
ら
れ
、
現
在
な

お
胎
毒
な
る
こ
と
ば
が
行
わ
れ
る
山
米
を
考
証
し
よ
う
と
思
う
。

一
、
東
洋
に
お
け
る
胎
亦
肌

倒
胎
毒
の
名
義
、
⑧
胎
像
の
起
り
、
⑥
銭
乙
（
一
○
八
○
年
頃
）

以
前
に
胎
毒
説
は
存
在
し
な
い
、
⑪
叩
、
日
、
鮮
に
お
け
る
痘
瘡
原

因
諸
説
、
⑧
巾
、
日
、
鮮
に
お
け
る
胎
毒
説
の
移
り
変
り

二
、
ア
ラ
ビ
ア
痘
瘡
胎
赤
説

⑧
ア
ラ
ビ
ア
に
お
け
る
臆
瘡
胎
毒
説
の
起
り
（
一
○
Ⅲ
紀
、
両
冨
‐

産
科
学
の
独
立
，
と
崖
昌
胃
昌
陥
弔
冑
ゆ

並
に
苛
鼻
の
邑
行
目
＆
匡佐

藤
美
実

古
代
並
に
中
枇
紀
に
は
産
科
治
療
は
女
性
の
手
に
あ
り
代
々
伝
え

ら
れ
た
手
技
看
護
の
慣
押
に
従
う
を
常
道
と
し
て
産
婦
並
に
胎
児
、

新
生
児
の
生
死
は
全
々
そ
の
幼
稚
な
非
科
紫
的
な
分
娩
介
助
に
委
す

る
外
な
く
、
た
ま
た
ま
異
常
分
娩
に
遭
遇
し
た
時
は
所
制
刺
傷
医
の

援
助
を
仰
ぐ
こ
と
あ
る
も
こ
れ
と
て
も
朧
科
に
加
知
な
も
の
、
ま
た

は
経
験
桟
き
も
の
な
ど
の
非
科
学
的
な
手
技
に
待
つ
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
が
十
六
世
紀
に
入
り
先
ず
シ
日
耳
日
の
①
願
局
の
．
（
勗
己
ｌ
扇
》

ｅ
に
よ
り
自
然
科
学
、
解
剖
学
に
立
脚
し
た
産
科
手
術
が
応
川
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
就
中
胎
児
足
位
廻
娠
術
を
仙
に
広
め
母
児
の
生
命

を
救
う
方
法
と
し
て
こ
れ
が
応
川
さ
れ
、
こ
こ
に
床
科
下
術
の
第
一

Ｎ
①
の
ゞ
少
亭
シ
９
画
の
等
、
⑧
胎
毒
説
の
欧
洲
に
お
け
る
流
布

三
、
ア
ラ
ビ
ア
痘
瘡
胎
毒
脱
の
東
漸

側
ア
ラ
ビ
ア
と
中
国
と
の
痘
瘡
胎
肱
説
の
比
較
、
⑥
ア
ラ
ビ
ア
痘

瘡
胎
曄
説
が
海
略
東
洋
に
伝
わ
り
銭
乙
等
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
。

四
、
結
語
（
開
業
大
阪
府
堺
市
熊
野
町
大
道
筋
）
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歩
を
踏
み
出
し
た
。
し
か
し
悪
『
①
は
む
し
ろ
創
傷
医
、
す
な
わ
ち

外
科
医
と
し
て
世
に
立
っ
た
人
で
あ
る
が
、
次
い
で
彼
の
門
弟
旨
鼻

⑦
巨
筐
①
日
８
巨
が
産
科
医
と
し
て
始
め
て
壮
に
現
れ
、
こ
こ
に
世
界

最
初
の
産
科
医
を
生
み
出
す
と
と
も
に
産
科
学
が
外
科
学
よ
り
分
離

し
て
独
立
す
る
機
運
を
罐
生
す
る
こ
と
と
な
り
、
自
然
科
学
に
立
脚

し
た
産
科
学
は
世
に
生
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
日
吾
人
の
も
つ

産
科
学
に
通
ず
る
近
世
産
科
学
の
道
は
開
か
れ
た
。

（
三
楽
病
院
産
婦
人
科
）

（
三
楽
病
院
産
婦
人
刊

数
種
の
「
全
九
集
」
を
供
覧
し
、
番
誌
学
的
に
考
察
し
、
書
か
れ

た
口
本
文
の
時
代
的
考
察
を
し
、
本
普
の
行
わ
れ
た
時
代
環
境
の
歴

史
的
観
察
を
行
わ
ん
と
す
。
（
開
業
東
京
都
銀
座
西
）

佐
藤
文
比
古

初
期
（
屋
９
Ｊ
く
展
ｇ
）
カ
ス
パ
ル
が
蘭
医
と
し
て
来
朝
し
て
か
ら
寛

I 全
九
集
に
つ
い
て

中
泉
行
正

ｊ
ｌ

閨
医
方
癌
史

〉

I
h

１
口

ｊ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｊ
ｈ
ｆ
、
Ｊ
ｉ
ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
ｌ
ｆ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
ｈ
ｊ
ｌ
Ｊ
、
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
１
Ｊ
ｌ
Ｊ
ｈ
‐
ｆ
１
ｆ
Ｉ
ｊ
ｔ
Ｊ
■
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
ｌ
Ｊ
１
ｊ
Ｉ
ト
ー
ｊ
ｌ
ｌ
ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
１
ｉ
１
ｉ
１
ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ
Ｊ
１
ｊ
Ｉ
ｊ
ｈ
ノ
、
く
ノ
、
く
Ｊ
、
〃
、
Ｉ
Ｊ
Ｉ
！
ｊ
Ｎ
ｒ
１
Ｉ
Ｊ
１
ぴ
く
ノ
ー
Ｉ
Ｊ
１
６
１

政
未
年
ま
で
で
主
と
し
て
非
観
血
的
に
乳
癌
の
治
療
を
行
っ
た
時
代

で
あ
る
。
癌
を
肥
し
た
最
初
の
刊
本
は
山
脇
進
円
の
「
扣
閑
外
科
艮

方
」
（
寛
文
十
年
）
で
「
乳
岩
〈
乳
房
一
一
久
シ
ク
ヵ
タ
マ
リ
有
テ
次
第

二
大
ニ
ナ
リ
後
一
ス
ク
サ
リ
タ
ル
汁
出
ウ
ミ
ハ
流
レ
ズ
瘡
ノ
ｕ
ニ
ト

リ
付
テ
ア
リ
テ
次
弟
ニ
ロ
ヒ
ロ
ク
ナ
リ
木
瓜
ノ
ク
チ
タ
ル
ャ
ウ
ニ
ヵ

タ
ク
岩
穴
ノ
ア
キ
タ
ル
ャ
ウ
ニ
ア
ル
ナ
リ
故
二
乳
岩
卜
名
付
ル
ナ
リ

四
十
己
上
ノ
女
ハ
治
カ
タ
シ
大
事
ナ
リ
』
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
他
伊
良
子
道
牛
の
「
外
科
秘
方
」
楢
林
錬
山
の
「
外
科
宗
伝
」
吉

雄
永
純
の
「
和
蘭
外
科
雑
記
」
等
に
記
載
が
あ
る
。

中
期
（
屍
白
ｌ
勗
弓
）
享
和
元
年
か
ら
嘉
水
年
間
ま
で
で
漢
藺
折
衷

家
の
華
岡
青
洲
が
文
化
二
年
麻
酔
薬
を
川
い
乳
癌
を
切
開
し
全
治
せ

し
め
こ
の
術
を
門
人
に
拡
め
た
年
代
で
あ
る
。
小
森
玄
良
訳
「
閑
方

枢
機
」
江
馬
元
弘
訳
「
和
蘭
医
方
纂
要
」
杉
川
立
川
訳
「
瘍
科
斯
進
」

用
薬
は
鎮
痙
薬
．
｜
一
ウ
ム
、
草
阿
片
、
収
敏
薬
幾
那
皮
が
内
外
川
と

さ
れ
た
。

後
期
（
屍
臼
１
房
診
）
嘉
永
四
年
か
ら
慶
応
末
年
ま
で
で
乳
癌
の
外

鼻
癌
、
舌
癌
、
唇
癌
、
子
宮
癌
、
陰
嚢
癌
（
箕
作
坑
甫
「
外
科
必
耽
」
）

等
の
存
在
が
知
ら
れ
た
時
代
で
、
安
政
四
年
ボ
ン
。
ヘ
が
来
朝
し
て
組

織
的
に
医
学
を
講
じ
て
か
ら
は
病
理
学
的
の
知
識
も
導
入
さ
れ
た
。

文
久
二
年
ボ
ー
ド
イ
ン
が
来
て
精
得
館
で
独
乙
妓
新
の
説
を
紺
介
し
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た
。
そ
の
分
類
は
髄
様
癌
、
海
綿
癌
、
上
皮
癌
、
絲
維
癌
、
併
岻
様

癌
、
結
定
組
織
癌
で
あ
っ
た
．
坪
井
信
良
の
「
侃
斯
達
篤
内
科
害
」

（
慶
応
元
年
）
は
最
も
詳
細
に
癌
を
記
し
た
刊
行
書
で
癌
の
解
剖
症

候
、
癌
腫
発
生
お
よ
び
結
成
、
欣
衝
お
よ
び
経
過
、
終
帰
お
よ
び
予

後
、
原
因
、
泊
法
の
項
に
分
け
記
載
し
て
い
る
。
緒
方
郁
戚
の
「
内

外
新
法
」
（
慶
応
一
年
）
に
は
Ｗ
癌
、
胄
管
癌
の
疾
候
、
養
生
法
、
沽

療
、
薬
方
等
の
記
が
あ
る
．
女
久
二
年
刊
の
「
速
西
方
彙
」
慶
応
二

年
刊
の
「
新
薬
百
品
考
」
等
に
は
多
数
の
治
療
薬
の
記
載
が
あ
る
．

（
明
治
業
大
厚
生
薬
学
部
）

故
原
田
蒜
太
郎
博
士
は
、
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
三
三
三
号

（
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
八
口
発
行
）
に
、
『
伊
藤
玄
恕
著
衲
家
要

諭
』
と
題
し
て
、
本
耆
が
今
ま
で
の
文
献
成
耆
に
見
当
ら
な
い
か
ら

紹
介
し
て
お
く
、
と
て
『
名
古
屋
玄
医
の
序
文
と
、
伊
藤
玄
恕
の
自

序
と
て
引
用
し
、
そ
の
内
容
は
古
医
方
の
立
場
か
ら
述
べ
た
病
家
心

得
で
あ
っ
て
、
医
史
学
上
か
ら
は
大
し
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

が
、
著
書
と
著
者
の
名
は
医
史
文
献
が
加
え
て
よ
か
ろ
う
と
思
う
、

病
家
要
論
の
著
者
伊
藤
玄
恕

安
西
安
周

と
の
べ
た
が
、
そ
の
著
者
で
あ
る
『
伊
藤
玄
恕
の
経
歴
に
つ
い
て
は

私
は
今
少
し
も
知
る
所
が
な
い
』
と
結
ん
で
あ
る
。

こ
の
原
田
博
士
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
名
古
屋
玄
医
の
門
人
伊
膝
玄

恕
、
「
捕
家
要
諭
一
の
三
巻
の
著
耆
も
あ
る
こ
と
は
判
川
し
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
著
者
伊
藤
玄
恕
に
つ
い
て
は
何
ら
語
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

演
者
は
、
か
つ
て
俳
聖
芭
蕉
の
門
人
風
川
が
、
箱
古
雌
玄
隆
の
門

人
な
る
こ
と
を
、
彼
の
「
初
蝉
集
」
中
に
あ
る
丹
水
の
追
蒋
句
に
よ

り
知
れ
る
を
も
っ
て
、
風
凶
の
俗
名
が
十
二
と
い
う
の
で
あ
っ
た
か

を
肌
白
に
し
た
い
も
の
と
、
昭
和
二
十
七
年
六
月
「
其
角
全
蝶
」
の

著
者
勝
峰
晋
風
翁
に
文
書
を
も
っ
て
、
さ
ら
に
八
月
に
は
、
埼
玉
県

杣
川
町
に
翁
を
訪
ね
て
直
接
に
質
疑
を
な
し
、
風
側
の
俗
語
が
、
伊

藤
玄
恕
な
る
こ
と
の
示
教
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
炳
家
要

論
」
を
供
覧
の
妾
ら
、
そ
の
著
者
に
つ
き
右
の
大
要
を
紹
介
し
た
い

と
思
う
。

さ
ら
に
風
国
が
向
井
去
来
の
甥
な
り
、
と
い
う
通
説
に
間
す
る
史

的
確
実
性
に
つ
い
て
の
疑
問
を
も
提
出
し
た
い
。

（
Ⅲ
業
東
京
都
武
蔵
野
市
古
祥
寺
）

（19）



最
近
向
血
圧
の
治
療
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
の
を
契
機
と
し
て
商

血
圧
に
史
的
展
望
を
試
み
て
み
た
。

偶
々
写
本
に
「
中
風
会
戦
」
と
題
す
る
も
の
を
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
こ
れ
は
も
と
よ
り
通
俗
的
の
啓
蒙
書
で
あ
っ
て
科
学
的

の
資
料
と
す
る
の
に
は
物
足
り
な
い
が
、
こ
の
写
本
の
で
き
た
徳
川

時
代
に
中
風
に
対
す
る
枇
俗
の
考
え
方
が
躍
如
と
し
て
い
る
の
で
参

考
に
は
な
る
。
（
京
都
国
立
病
院
皮
膚
科
）

く
ノ
７
～
く
く
ノ
う
ぐ
く
‐
く
く
‐
く
‐
く
く
く
，
く
く
〆
７
、
く
も
く
も
く
○
て
、
く
Ｊ
く
イ
ｊ
～
Ｉ
Ｉ
Ｊ
～
く
■
ｌ
ノ
ー
く
く
ノ
，
、
イ

本
耆
は
延
享
三
年
三
月
に
初
版
が
出
て
、
文
化
七
年
三
月
「
整
骨

新
聿
巨
（
各
務
文
献
）
と
Ｍ
じ
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
尚
志
鳳
翼
、
名
を
心
海
字
玄
登
、
号
を
慈
航
斎
と
い
い
摂

津
難
波
邑
の
人
で
、
穂
積
以
貫
に
古
学
を
学
び
、
本
書
を
著
し
た
と

き
は
三
十
才
に
満
た
な
い
頃
で
あ
る
こ
と
以
外
昨
細
な
伝
は
不
明
で

骨
継
治
療
重
宝
記
に
つ
い
て

高
血
雌
の
史
的
展
望

大
矢
全
節

石
原
昂
・
蒲
原
宏

あ
る
。初

版
は
般
若
堂
と
称
す
る
、
家
耕
屋
の
自
家
版
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
以
外
に
「
医
学
童
子
問
」
、
「
癩
病
療
治
集
」
、
「
恥
瘡
療
流
発
揮
」

「
難
産
療
治
重
宝
記
」
、
「
外
科
秘
術
重
宝
記
」
、
「
痘
瘡
療
淌
狼
宝
記
」

な
ど
三
十
三
種
の
著
述
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
詐
細
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。
早
熟
の
天
才
肌
の
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
書
は
「
青
嚢
雑
纂
」
中
に
集
録
さ
れ
て
い
る
「
正
骨
統
継
方
」

を
根
幹
と
し
て
細
集
さ
れ
て
は
い
る
が
、
「
正
体
類
・
要
」
、
「
火
垣
医

学
発
明
諭
」
、
「
古
今
医
統
」
正
骨
科
「
瘍
科
堆
縄
」
傷
損
門
「
得
効

方
」
正
骨
科
な
ど
の
諸
耆
を
参
考
と
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

け
れ
ど
も
、
紅
毛
南
蛮
外
科
流
の
諸
書
を
参
考
と
し
て
い
る
蝋
が
多

く
み
と
め
ら
れ
、
ア
ン
ブ
ロ
ア
ス
・
バ
レ
ー
の
外
科
書
の
流
儀
を
そ

の
治
療
法
中
に
み
と
め
る
。

本
書
が
医
学
史
上
重
要
な
こ
と
は
、
当
時
秘
伝
、
口
訣
を
旨
と
し

た
骨
折
、
脱
臼
治
療
法
を
公
開
出
版
し
て
正
し
い
正
骨
法
の
あ
り
方

を
示
し
た
こ
と
は
「
正
骨
範
」
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
点
と
、

整
骨
麻
薬
と
し
て
草
烏
、
当
帰
、
白
莚
、
熱
淌
を
使
用
し
、
唯
岡
流

ｇ

麻
薬
の
先
駆
を
な
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

本
書
の
各
項
に
お
け
る
治
療
法
の
思
想
傾
向
と
内
欧
外
科
＃
と
の

関
連
に
つ
い
て
述
べ
、
本
書
が
「
正
什
純
」
、
「
轄
廿
要
訣
」
、
「
整
骨

（20）



叶
力
は
傷
寒
論
に
み
ら
れ
る
、
汗
、
吐
、
下
三
治
療
法
の
一
つ
で

あ
る
。
こ
の
三
法
の
う
ち
汗
、
下
の
二
法
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
古

方
派
が
台
頭
し
て
以
来
ま
っ
た
く
蒋
侃
化
さ
れ
て
、
常
に
古
方
派
治

療
の
堆
本
的
な
浦
療
法
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
る
に
吐
方
の
み
は

汗
、
ド
の
二
法
に
比
べ
て
、
余
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ

の
中
で
、
こ
の
吐
方
を
盛
ん
に
行
っ
て
、
当
代
医
学
の
一
新
生
而
を

開
い
た
、
所
謂
吐
方
家
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
あ
っ
た
。

そ
の
嗜
矢
は
、
越
前
の
奥
村
良
筑
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
て
そ
の
門
下
に
、
吐
方
細
の
著
者
荻
野
台
州
、
吐
方
考

の
杵
背
氷
富
独
囎
庵
や
山
脇
東
門
、
川
巾
適
所
な
ど
が
あ
る
。
ま
た

こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
．
フ
と
は
別
に
巾
神
琴
溪
、
北
村
良
宅
の
師
弟
は
独

自
の
吐
方
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
精
神
衲
の
治
療
を
行
っ
て
治
効
を
挙

げ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
川
田
が
報
告
し
た
。

以
ｋ
の
ご
と
く
、
吐
方
が
余
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は

新
耆
」
、
「
難
波
骨
継
秘
伝
」
と
共
に
、
重
要
な
正
骨
文
献
で
あ
る
こ

と
を
Ⅳ
確
認
し
た
い
。
（
県
立
新
潟
病
院
整
形
外
科
）

吐
方
，
と
吐
方
家
に
関
す
る
一
考
察

｛

～

山
田

昭
j,咄沁

胤

ポ
ム
・
へ
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
九
月
二
十
一
日
（
旧
暦
八
月

四
口
）
長
崎
に
来
朝
し
て
十
一
月
十
二
日
（
旧
暦
九
月
二
十
六
日
）

か
ら
医
学
の
講
義
を
初
め
た
。
翌
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に

〆
○
風
の
国
の
の
ｇ
ｏ
屋
菖
侭
号
鳧
國
冨
肘
冨
の
の
画
西
胃
の
弓
昔
喧
‐

昌
鴨
目
．
旨
く
①
号
四
国
」
日
黒
号
ぐ
○
○
忌
呂
○
の
号
己
号
〆
ｏ
ｇ
ｃ
家

冒
ｇ
旨
い
と
い
う
小
冊
子
を
印
刷
出
版
し
た
。
本
書
の
序
文
は
前

年
十
二
月
二
十
日
の
日
附
で
で
き
て
い
る
。

本
書
の
印
刷
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の
出
版
の
意
義
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
と
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
（
関
西
支
部
長
）

こ
れ
が
危
険
視
さ
れ
た
た
め
と
、
そ
の
実
技
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た

た
め
と
券
え
ら
れ
る
が
、
吐
方
家
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
は
、
こ
の
吐

方
を
敢
え
て
行
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
吐
方
を
精
神
病
の
治
療
に

応
用
し
た
の
で
あ
る
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
そ
の
事
情

や
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
考
祭
し
、
報
告
す
る
。

ポ
ム
ベ
来
朝
後
最
初
に

出
版
し
た
種
痘
書
に
つ
い
て

中
野

１
１

（
東
京
医
歯
大
神
経
科
）

て
く
〃
～
～
く
く
く
く
く
～
～
：
く
く
く
ノ
ｊ
く
く
く
く
く
く
く
～
ｊ
～
～
～
～

操
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鹿
児
川
巾
滑
川
畔
に
そ
そ
り
立
つ
赤
倉
病
院
は
、
そ
の
か
み
ウ
ィ

リ
ス
が
仙
川
し
た
病
院
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
私
は
衲
院
に
は
疑
問

を
特
つ
。
先
年
こ
の
赤
練
瓦
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
て
、
そ
の
練
兀
に

「
小
松
川
」
と
い
う
錦
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
Ⅲ
地
の
古
老
に
聞
く
に

小
根
占
に
カ
ラ
・
ハ
山
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
昔
練
瓦
を
焼
い
て
い
た

カ
ラ
・
ハ
と
い
う
外
人
が
い
た
。
こ
の
力
ラ
バ
は
慶
応
元
年
、
薩
摩
蒲

が
松
木
倣
安
・
五
代
友
厚
を
監
督
と
し
、
森
有
礼
・
長
沢
鼎
等
有
為

の
青
少
年
十
五
名
を
英
囚
に
矧
学
せ
し
む
る
時
、
そ
の
案
内
を
し
た

男
で
あ
る
か
ら
、
赤
倉
は
慶
応
の
初
年
か
元
治
元
年
頃
か
に
建
築
し

た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
他
亦
倉
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
開
業
東
京
都
新
宿
区
下
落
合
）

明
治
時
代
初
期
に
お
け
る

日
本
の
生
理
学

内
山
孝
一

江
一
川
時
代
中
期
に
は
じ
ま
り
次
第
に
発
達
し
た
蘭
学
に
お
い
て
日

鹿
児
島
市
在
の
赤
倉
病
院
考

鮫
島
近
二

’

'1

本
の
生
理
学
が
ど
の
軽
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
す
で
に

拙
稿
「
明
治
前
日
本
生
理
学
史
」
に
一
応
ま
と
ま
め
た
通
り
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
伏
屋
琴
坂
お
よ
び
そ
の
他
一
二
の
人
々
の
行
っ
た
独

創
的
な
実
験
的
研
究
の
外
は
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
た
生
理

学
の
本
の
雛
訳
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
明
治
維
新
と
呼
ば
れ
る
劃
期
的
時
代
を
迎
え
る
よ
う
に
な

っ
て
、
わ
が
く
に
の
医
学
は
蘭
学
の
源
流
と
も
い
え
る
ド
イ
ツ
医
学

に
そ
の
純
を
主
と
し
て
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ま
で

の
和
閏
医
官
は
次
第
に
少
く
な
り
、
急
速
に
ド
イ
ツ
医
官
を
招
い
て

直
ち
に
ド
イ
ツ
医
学
に
学
ん
だ
東
京
大
学
医
学
部
に
示
さ
れ
た
医
学

の
国
策
か
、
と
り
も
直
さ
ず
そ
れ
以
後
の
口
本
の
医
学
に
と
っ
て
支

配
的
な
役
割
を
は
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
オ
ラ
ン
ダ
の
医
官
ボ
ー
ド
イ
ン
あ
る
い
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル

ト
更
に
エ
ル
メ
レ
ソ
ス
等
は
幕
末
並
び
に
明
治
初
期
に
お
い
て
生
理

学
そ
の
他
の
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
彼
等
の
の
こ
し
た
生
理
学
術
義

は
現
在
に
お
い
て
こ
れ
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
生
理
学
者
と
し
て
来
朝
し
た
妓
初
の
人
は
エ
ル
ン
ス

ト
・
チ
ー
ゲ
ル
司
己
鼻
貝
侭
里
で
、
そ
の
肖
像
は
現
に
東
京
大
学

医
学
部
生
理
学
教
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
チ
ー
ゲ
ル
教

授
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
本
格
的
な
生
理
学
の
講
義
、
学
生
の
た
め
の
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生
川
学
実
習
が
東
大
医
学
部
に
お
い
て
な
さ
れ
、
更
に
実
験
的
研
究

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
前

後
の
こ
と
で
あ
る
。

チ
ー
ゲ
ル
教
授
来
朝
以
前
に
お
い
て
も
東
大
医
学
部
で
生
理
学
の

講
義
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
か
ら
来
朝
し
た
臨
床
医
学
の

教
梗
が
兼
担
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
チ
ー
ゲ
ル
教
授
に
学
ん
だ
最
初
の

人
は
大
沢
謙
二
で
あ
る
。
大
沢
謙
二
は
そ
の
後
ド
イ
ツ
に
留
学
も
し

た
が
、
チ
ー
ゲ
ル
来
朝
以
前
か
ら
島
村
鼎
甫
（
生
理
発
蒙
の
著
述
が

慶
応
二
年
、
一
八
六
六
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
に
つ
い
て
は

生
川
学
を
志
し
て
い
た
。

チ
ー
ゲ
ル
と
大
沢
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
東
京
大
学
か
ら

晶
初
の
川
究
論
文
す
な
わ
ち
諸
唖
の
ヘ
ビ
類
の
脊
髄
機
能
に
関
す
る

研
究
を
ド
イ
ツ
の
有
名
な
生
理
学
雑
誌
で
あ
る
プ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
ア

ル
ヒ
ブ
に
送
り
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

シ
匡
印
号
ロ
ロ
壷
望
巴
○
さ
四
⑪
島
の
国
Ｆ
ロ
ケ
○
３
８
冒
巨
日
嗣
巨
弓
○
面
○

ノ

（
］
画
己
四
目
）

景
国
①
○
ず
画
の
声
奇
巨
尽
祠
①
口
巨
の
す
①
『
会
①
司
匡
ご
穴
は
○
百
①
ロ
ロ
①
い
詞
匡
の
。
穴
①
己
‐

目
胃
爾
号
時
の
。
三
四
口
い
①
己
ぐ
○
国
穴
．
○
⑫
画
乏
画
巨
国
。
国
．
、
国
①
‐

四
曽

胆
①
一
．
』
ぬ
『
『

０

が
そ
れ
で
あ
る
。
わ
が
く
に
の
現
代
生
理
学
は
明
治
十
年
前
後
か

ら
は
じ
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
日
本
の
生
理
学
の
父
は
大
沢
謙
二

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

大
沢
謙
二
は
そ
の
後
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
研
究
を
続
け
、
イ
ヌ
の

脊
髄
伝
導
路
に
つ
い
て
の
研
究
を
ス
ト
ラ
ス
グ
ル
グ
に
お
い
て
発
表

し
た
。
そ
れ
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。

【
．
○
⑳
画
弓
画
如
ご
貝
の
厨
屋
号
ロ
ロ
開
国
ロ
３
曾
臼
①
Ｆ
巴
自
己
鴨
ざ
四
‐

ゴ
ロ
①
冒
旨
両
匡
①
民
①
ロ
日
四
房
：
ｍ
国
匡
ご
号
、
、
聾
３
ｍ
号
匡
侭
》
届
隠

こ
の
よ
う
に
し
て
大
沢
燕
二
は
東
京
大
学
医
学
部
教
授
と
し
て
生

理
学
の
講
座
を
担
任
し
た
最
初
の
日
本
の
生
理
学
者
と
な
っ
た
。

な
お
明
治
時
代
初
期
に
出
版
さ
れ
た
生
理
学
の
本
ま
た
は
写
本
は

少
く
な
い
。
今
回
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
そ
の
要
点
を
述
べ
る
。

（
日
大
医
学
部
教
授
那
事
長
）

１
４

「
明
治
諸
物
起
源
」
な
る
普
物
に
、
女
医
の
初
と
し
て
の
名
が
列

し
て
あ
る
。
そ
の
第
二
位
に
生
沢
ク
ノ
（
埼
玉
県
）
と
の
み
記
し
て

あ
る
が
、
そ
の
他
の
記
述
が
な
い
。
先
年
口
本
医
史
学
会
で
吉
岡
博

明
治
女
医
の
始
、
生
沢
ク
ノ
と

そ
の
生
涯

吉
田

郎
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幸
い
そ
の
筆
蹟
、
肖
像
写
真
、
名
稗
免
許
証
、
通
信
害
、
諸
届
書

控
等
数
十
点
と
、
日
常
の
生
活
や
女
史
の
性
格
を
見
聞
し
た
側
近
の

者
か
ら
、
逸
沽
な
ど
詐
細
に
知
る
こ
と
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。

（
開
業
埼
玉
県
深
谷
市
）

人
氏
が
Ⅱ
本
女
医
史
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
映
写
し
て
明
治
以
来
の

本
邦
女
限
を
列
挙
さ
れ
た
が
、
・
そ
の
中
に
も
『
生
沢
ク
ノ
（
埼
玉
県
）
』

と
あ
る
の
み
で
そ
の
化
没
や
経
歴
が
不
明
と
さ
れ
て
い
た
。

幸
い
淡
肯
は
少
年
時
代
か
ら
、
こ
の
女
史
を
知
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
資
料
を
集
め
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
と
し
て
報
告
す
る
。

○
元
泊
元
年
十
二
月
、
現
在
の
埼
玉
鼎
大
里
椰
川
本
村
畠
山
に
生

れ
る
。

○
川
淌
十
八
、
十
九
年
に
わ
た
っ
て
東
京
に
て
医
術
試
験
に
介
格

医
術
Ⅲ
紫
免
状
を
得
た
。

○
束
瓶
に
お
け
る
開
業
許
可
な
ら
ず
郷
里
に
帰
る
。

○
崎
服
貼
縦
谷
に
て
実
父
医
師
良
安
の
後
兄
に
て
開
業
し
、
次
い

で
川
越
、
児
玉
、
深
谷
、
宇
都
宮
に
蛎
々
と
し
、
晩
年
に
足
利

巾
沿
根
姉
人
科
病
院
の
副
院
長
と
し
て
勤
務
、
や
が
て
郷
里
深

谷
に
て
川
祁
二
○
年
六
月
一
八
日
空
襲
激
下
、
死
去
し
た
。

○
噌
好
趣
味
と
し
て
、
酒
・
俳
句
が
あ
っ
た
が
、
女
史
の
逝
去
後

火
災
で
そ
の
作
肪
や
遺
愛
の
医
療
器
、
愛
川
品
、
藏
耆
等
烏
有

戸
一
Ｊ
姉
仙
ダ
ニ
－
０

件
い
ル
バ
ー
Ｌ
ユ
ハ

周
知
の
よ
う
に
、
中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
は
一
九
岡
九
年
の

解
放
以
来
、
政
治
、
社
会
、
文
化
そ
の
ほ
か
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た

っ
て
著
し
い
変
革
が
行
わ
れ
た
が
、
医
学
教
育
の
制
度
と
課
程
も
改

革
さ
れ
、
全
Ｎ
各
地
の
医
学
院
に
お
い
て
医
学
史
の
教
習
が
必
修
課

目
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
講
義
内
容
は
西
洋
医
学
の
発
達

史
と
巾
圃
占
来
の
医
学
の
沿
革
と
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

今
日
の
中
共
に
お
い
て
小
医
（
漢
方
医
学
）
の
価
値
が
近
代
の
科
学

的
方
法
に
よ
っ
て
再
検
討
さ
れ
、
伝
統
医
学
を
も
尊
重
す
る
風
が
興

っ
て
い
る
事
実
に
対
応
す
る
も
の
と
吟
え
ら
れ
る
。

（
慈
恵
医
大
法
医
学
教
室
）

宗
田

蘭
方
医
学
と
漢
方
医
学
の
薬
物
使
用
画
に
お
け
る
相
違
点
の
一
つ

は
、
植
物
性
蒸
留
精
油
（
香
油
・
水
）
の
使
用
で
あ
ろ
う
。
漢
方
で

は
、
用
に
臨
ん
で
、
生
薬
類
を
涙
・
煎
剤
と
し
て
用
い
る
の
に
対
し

中
共
に
お
け
る
医
学
史
教
育
に
つ
い
て

石
川
光
昭

I
閏
方
製
薬
史
（
第
二
報
）

I

』

｝
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蘭
方
で
は
、
鮒
花
期
そ
の
他
一
定
の
季
節
に
、
予
め
柄
物
芳
香
成
分

を
蒸
冊
に
よ
っ
て
分
離
し
、
汕
・
水
剤
と
し
て
貯
え
て
お
く
こ
と

が
多
か
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
当
然
、
蒸
留
技
術
の
問
題
が
起
っ

て
く
る
。
住
岬
、
わ
が
川
で
は
、
蒸
冊
器
を
「
ラ
ン
ビ
キ
」
と
僻
称

し
て
い
た
。
こ
れ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ど
卸
日
宜
管
①
の
誰
語
で
、
こ

の
こ
と
か
ら
、
附
蛮
伝
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
の

た
め
、
わ
が
川
の
蒸
留
技
術
は
、
南
蛮
人
が
香
油
・
水
の
蒸
留
を
伝

え
た
も
の
に
は
じ
ま
る
と
、
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
「
南
蛮
流
の
外
科
医
書
や
蘭
力
医
学
の
初
期
の
も
の
を

眺
め
て
み
る
と
、
蒸
溜
汕
・
水
の
使
川
は
、
意
外
な
程
少
く
、
ほ
と

ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
位
で
、
大
部
分
は
漢
方
と
同
じ
浸
・
煎
剤

か
、
ま
た
は
汕
技
法
に
よ
る
抽
出
剤
で
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、

蕪
淵
汕
・
水
の
数
を
増
し
て
く
る
の
が
知
り
得
ら
れ
る
。

一
方
、
南
蛮
流
で
は
、
創
傷
面
の
洗
祇
に
焼
油
（
蒸
留
油
の
代
表

名
と
し
て
使
わ
れ
、
必
ず
し
も
今
Ⅱ
の
焼
洲
と
Ｍ
一
で
は
な
い
）
を

使
う
こ
と
が
猟
回
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
わ
が
国
の

金
瘡
慨
の
用
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
わ
が
国
の
蒸
留
技
術
伝
来
を
考
え
る
上

に
、
呑
油
・
水
の
製
造
よ
り
も
、
蒸
研
洲
製
造
の
方
が
、
重
要
な
意

味
を
も
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。
特
に
、
ラ
ン
ビ
キ

署
石
は
、
硫
砒
鉄
鉱
司
の
雷
、
で
、
砒
素
を
三
四
％
も
含
有
し

て
い
る
鉱
物
で
あ
る
が
、
す
で
に
「
山
海
経
」
に
．
『
皐
塗
と
山
、
有
二

白
石
一
名
日
譽
、
以
亦
レ
鼠
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
神
農

本
草
経
」
以
後
、
「
新
修
本
草
」
「
証
類
本
草
」
に
も
、
さ
ら
に
下
っ

て
は
「
本
草
綱
Ｈ
」
に
も
『
譽
石
』
の
ほ
か
に
『
特
生
署
石
』
だ
と

か
『
握
伯
署
祈
』
だ
と
か
い
っ
た
よ
う
な
項
目
が
並
べ
ら
れ
て
い
る

ｎ
本
で
も
「
医
心
力
」
「
水
草
和
名
」
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
Ⅲ
様
の
橘
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
応
用
方
面
に
つ
い
て
は
「
千
金
方
」
に
は
『
署

石
』
を
用
い
た
処
方
が
、
数
多
く
記
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

そ
の
中
に
は
『
鋒
石
』
（
す
な
わ
ち
明
慧
）
と
彼
此
混
渚
し
て
い
る
も

の
が
少
く
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
唐
時
代
に
は
盛
に
川
い
ら
れ

の
名
の
普
及
性
か
ら
み
て
も
、
一
般
人
に
関
係
の
深
い
蒸
留
酒
に
つ

い
て
、
従
来
、
兎
角
峰
視
さ
れ
て
い
た
き
ら
い
が
な
い
で
も
な
い
。

演
者
が
本
州
に
お
い
て
、
蒸
留
油
伝
来
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
よ

う
と
思
う
の
は
か
か
る
観
点
に
蕊
く
。
（
吉
富
製
薬
ハ
ィ
ェ
ル
薬
帥
部
）

1
赤

松
金
芳

、
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た
も
の
ら
し
い
が
、
そ
の
後
に
至
っ
て
は
、
余
り
そ
の
使
川
を
見
か

け
る
《
」
と
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
和
蘭
医
学

の
初
川
に
お
い
て
、
字
山
川
玄
随
の
「
槐
園
名
物
老
」
に
よ
っ
て
、

こ
の
「
署
石
」
が
、
い
わ
ゆ
る
『
堆
生
乳
巨
の
製
法
の
中
に
、
再
び

恥
れ
・
て
き
て
い
る
。
（
昭
和
薬
大
）

．
Ｊ
－
，
，
１
‐
１
１
く
ｌ
Ｊ
ｌ
ｊ
１
～
Ｉ
ｊ
～
ｆ
、
く
１
１
で
ｊ
、
く
Ｉ
、
ｒ
も
／
、
ノ
ー
ｊ
く
１
く
く
ノ
ー
Ｉ
ノ
ー
く
１
１
く
く
く
ｒ
、
／
、
く

う
可
Ｊ
‐
巳
〆
〆
し
刊
咄
㎡
一
〆
当
〃
ハ
ノ
夕
も
ｑ
ｌ
Ｉ
Ｉ
」
１
Ｗ
１
吋
Ⅲ
い
●
蝿
ｒ

ど
と
し
て
桁
示
さ
れ
て
い
る
．

’
一
ソ
ニ
ク
は
百
合
科
に
属
す
る
多
年
生
草
本
で
、
今
は
畑
に
栽
培

さ
れ
て
い
る
。
原
産
地
は
亜
細
覗
西
部
で
あ
る
と
い
う
。
地
下
に
鱗

哉
が
あ
り
、
全
草
は
強
烈
な
強
臭
が
あ
る
。
五
辛
中
の
巾
の
一
つ
で

古
名
は
オ
ホ
ビ
ル
と
い
い
、
’
一
ソ
ニ
ク
の
称
呼
は
仏
徒
の
隠
語
で
あ

る
と
い
う
。
鱗
華
は
食
川
と
し
て
殊
に
支
那
朝
鮮
で
は
盛
ん
に
用
い

ら
れ
て
い
る
が
わ
が
邦
で
は
寧
ろ
薬
食
い
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
薬
効
と
し
て
は
駆
患
、
利
床
、
鎮
静
、
健
胃
や
強
壮
薬
な

ニ
ン
’
一
〃
に
は
特
有
の
臭
気
と
味
が
あ
る
た
め
か
古
代
の
欧
洲
人

は
あ
る
神
秘
的
な
魔
力
が
淵
在
し
て
い
る
も
の
と
信
じ
た
も
の
の
ご

と
く
、
従
て
ニ
ン
’
一
ク
を
諸
種
の
疾
患
に
対
し
て
治
療
的
に
応
用
し

ニ
ン
ニ
ク
の
民
間
薬
史

平

塚
俊
亮

た
の
み
な
ら
ず
、
疾
病
の
防
護
に
も
用
い
、
ま
た
護
符
の
よ
う
に
呪

術
的
に
も
応
川
し
た
。
わ
が
剛
で
も
既
に
記
紀
に
そ
の
紀
載
が
あ
り

現
代
で
も
な
お
民
間
で
呪
術
的
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
印
度
で
は
仏

教
の
戒
律
に
一
一
ソ
ニ
ク
を
食
う
こ
と
は
禁
制
さ
れ
た
が
、
ま
た
医
薬

と
し
て
は
川
い
ら
れ
た
。
わ
が
国
で
も
僧
尼
の
戒
律
と
し
て
は
禁
制

さ
れ
た
。
神
道
で
も
触
犠
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

薬
用
と
し
て
は
古
代
か
ら
欧
洲
を
始
め
わ
が
脚
で
も
主
に
民
間
薬

と
し
て
諸
祁
疾
忠
に
利
川
さ
れ
て
今
Ｈ
に
お
よ
ん
で
い
る
が
、
近
来

は
食
用
と
し
て
料
理
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
そ
の
化

学
的
成
分
も
次
第
に
闘
明
さ
れ
て
き
て
、
ニ
ン
ニ
ク
製
剤
も
医
界
に

登
場
し
て
い
る
。
演
者
は
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
の
医
薬
的
並

に
呪
術
的
に
利
川
さ
れ
た
ニ
ン
ニ
ク
歴
史
の
概
観
を
試
み
る
。

（
東
京
都
江
東
区
あ
そ
か
病
院
）
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○
西
洋
医
学
教
育
発
祥
百
年
記
念
祭
：
；
：
一
九
五
七
年
十
一
月
十
二

円
は
オ
ラ
ン
ダ
医
官
ポ
ム
・
へ
．
フ
ア
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
オ
ー
ル
ト

が
、
他
川
幕
府
の
招
き
に
よ
っ
て
来
朝
し
、
始
め
て
長
崎
で
本
格
的

な
西
洋
医
学
教
育
を
開
始
し
た
百
周
年
の
記
念
日
に
当
る
の
で
、
長

崎
大
学
医
学
部
で
は
そ
の
百
周
年
記
念
を
か
ね
て
盛
大
な
記
念
祭
を

挙
行
し
た
。
木
学
会
か
ら
は
内
山
恥
事
長
代
理
と
し
て
石
原
幹
事
が

列
席
、
祝
辞
を
述
寧
へ
た
。
記
念
事
業
と
し
て
ポ
ム
・
へ
の
「
日
本
滞
在

五
年
」
の
抄
訳
は
、
荒
瀬
進
氏
の
訳
に
よ
り
本
誌
第
八
巻
第
一
・
二

号
と
し
て
Ⅲ
会
の
援
助
に
よ
り
既
側
、
別
に
雌
行
本
と
し
て
一
般
に

頒
布
さ
れ
た
。
な
お
当
日
は
本
会
理
事
山
崎
佐
・
緒
方
富
雄
向
博
士

の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
盛
況
を
極
め
た
。

Ｏ
医
学
古
典
集
発
刊
．
：
：
．
か
ね
て
本
学
会
六
○
回
総
会
の
記
念
事
業

と
し
て
企
凹
さ
れ
て
い
た
「
医
学
古
典
集
」
は
慎
重
に
計
画
し
て
い

た
が
、
左
記
の
と
お
り
い
よ
い
よ
発
刊
の
運
び
と
な
り
、
後
世
に
残

る
大
蜥
業
と
し
て
発
足
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

医
学
古
典
集
刊
行
の
辞

近
作
急
速
に
発
展
し
来
つ
た
わ
が
国
の
医
学
は
、
僅
か
な
期
間
に

少
数
の
先
輩
に
よ
っ
て
築
き
ｋ
げ
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
明

、
ｌ
ｙ
Ｉ
Ｄ
Ｌ
■
Ｋ
Ｊ
Ｌ
ｒ
刀
＆
戸
Ｌ
ｒ
ｌ
’

雑
報

リ
ー
リ
圧
頂
ｌ
ｊ
０
Ｂ
Ｌ
戸
」
ロ
、
貝
１
８
Ｌ
■
１

白
な
事
実
で
あ
る
。
有
史
以
来
一
千
有
余
年
に
お
よ
ぶ
口
本
医
学
の

流
れ
の
う
ち
に
育
成
さ
れ
た
、
多
く
の
貴
重
な
業
績
を
基
幣
と
し
て

そ
の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
医
学
の
史
的
発

脹
の
あ
と
を
知
る
こ
と
は
、
新
し
い
医
学
を
創
成
す
る
た
め
の
基
礎

作
業
で
あ
る
。
医
史
学
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
研
究
者
も
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
何
と
し
て
も
最
大
の
障
碍
は
、
研
究

資
料
の
入
手
が
容
劾
で
な
い
点
に
あ
る
。
各
時
代
の
医
学
の
代
表
的

文
献
さ
え
も
、
一
流
の
図
耆
館
に
揃
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

わ
が
Ｈ
本
医
史
学
会
は
明
治
二
十
五
年
、
前
身
た
る
奨
進
医
会
が
第

一
、
総
会
を
開
い
て
以
来
、
今
年
を
以
て
六
十
五
年
の
歴
史
を
誇

り
、
第
六
十
Ⅲ
総
会
を
挙
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に

記
念
事
業
と
し
て
「
医
学
古
典
集
」
の
刊
行
を
企
図
し
た
次
第
で
あ

る
。
僅
か
に
苦
写
に
よ
っ
て
存
す
る
流
伝
稀
な
る
文
献
、
版
本
と
い

え
ど
も
、
そ
の
数
稀
少
に
し
て
片
々
た
る
一
冊
に
数
万
金
を
投
ず
る

が
ご
と
き
、
犬
壊
間
存
ず
る
と
こ
ろ
た
だ
一
部
と
い
う
孤
本
の
類
、

こ
れ
ら
の
中
に
あ
っ
て
、
医
学
史
料
と
し
て
重
要
な
価
値
を
有
す
る

も
の
を
博
捜
し
、
専
門
研
究
者
の
厳
密
な
る
校
訂
と
平
易
な
る
解
説

を
附
し
、
一
期
十
冊
を
単
位
と
し
て
広
く
一
般
研
究
者
の
座
右
に
供

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
刊
行
に
は
、
同
人
今
田
兄
信
博
士
の
厚
意
に
負
う
と
こ
ろ
少

rワワ、
、里0ノ



く
な
い
が
、
私
ど
も
は
前
途
多
難
を
覚
悟
し
て
刊
行
す
る
つ
も
り
で

あ
る
。
大
方
の
御
支
援
を
お
願
い
す
る
。

川
本
医
史
学
会
即
事
長
内
山
孝
一

第
一
期
刊
行
予
定
書
Ⅱ

ｌ
、
仙
医
抄
望
月
三
英
普
原
田
箙
太
郎
校
訂
・
解
脱
既
刊
四

而
○
円

２
、
松
沓
私
志
長
与
專
斎
著
山
崎
佐
校
訂
・
解
説
近
刊
四
○

○
円

３
、
造
物
余
識
三
浦
梅
附
著
越
遡
弄
筆
巾
井
履
軒
著
自
筆

柚
本
影
Ⅲ
小
川
鼎
三
解
説
五
月
刊
行
予
定

４
、
杉
田
玄
口
未
刊
随
筆
五
種
（
狂
医
之
言
・
乱
心
二
十
四
条
・
玉

味
噌
・
毫
臺
独
語
・
壱
斎
遺
稿
）
大
鳥
蘭
三
郎
・
石
原
明
校

刑
・
解
況

５
、
人
身
究
川
小
解
緒
方
洪
庵
訳
生
機
前
岡
研
海
著
（
石
原

川
和
訳
）
内
山
孝
一
校
訂
・
解
況

６
、
和
蘭
医
捕
伏
雁
素
狄
苫
内
川
孝
一
校
訂
・
解
説

７
、
肺
鵲
倉
公
伝
漢
・
河
馬
遷
著
渡
辺
幸
三
和
訳
・
校
訂
・
解

説

８
、
後
見
草
・
野
嬰
独
語
杉
田
玄
白
著
石
原
明
校
訂
・
解
説

９
、
医
事
溌
乱
山
県
大
弐
軒
安
西
安
周
和
訳
・
校
訂
・
解
説

皿
、
祁
蘭
事
始
杉
田
玄
白
著
内
川
孝
一
校
訂
・
解
説

以
上
第
一
期
十
冊
は
昭
和
三
四
年
三
月
ま
で
に
刊
行
の
予
定
、
な

お
刊
行
Ⅲ
序
は
多
少
変
更
が
あ
る
の
で
御
了
承
願
い
た
い
。
購
入
希

望
者
は
東
京
都
文
京
区
駒
込
片
町
二
二
医
歯
薬
出
版
株
式
会
社
（
振

替
口
座
東
京
一
三
八
一
六
番
）
宛
、
直
接
申
込
ま
れ
た
い
。
学
会
で

は
細
集
事
務
だ
け
で
販
売
取
次
は
し
な
い
か
ら
、
御
手
数
で
も
右
の

よ
う
に
お
願
い
す
る
。

○
蘭
学
創
始
地
標
識
設
置
と
顕
彰
：
：
．
日
本
に
お
け
る
闘
学
の
発
祥

は
今
か
ら
一
八
七
年
前
の
明
和
八
年
、
杉
田
玄
白
の
発
起
に
よ
り
同

志
六
人
が
、
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ナ
反
訳
の
た
め
、
三
月
五
日
（
旧

暦
）
に
江
戸
築
地
鉄
砲
洲
豊
前
中
津
藩
奥
平
候
中
屋
敷
に
あ
っ
た
前

野
良
沢
の
自
宅
に
集
っ
た
こ
と
が
史
実
に
明
か
で
あ
る
が
、
た
ま
た

ま
こ
の
場
所
は
現
在
の
聖
ル
ヵ
国
際
病
院
の
敷
地
内
で
あ
る
こ
と
が

判
り
、
す
で
に
昭
和
十
六
年
に
東
京
都
か
ら
史
蹟
名
勝
地
に
指
定
さ

れ
て
い
た
ま
ま
、
大
戦
を
は
さ
ん
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
聖
ル

ヵ
病
院
の
橋
本
寛
敏
院
長
の
発
意
に
よ
り
と
り
あ
え
ず
さ
さ
や
か
な

が
ら
も
標
識
を
建
て
る
こ
と
に
な
り
、
本
学
会
の
名
で
左
の
ご
と
き

説
明
文
を
緒
方
富
雄
理
事
が
起
草
、
去
る
三
月
五
口
、
本
学
会
と
聖

ル
ヵ
病
院
の
主
催
で
記
念
伽
彰
式
を
挙
行
し
た
。
将
米
、
碑
に
す
る

計
画
で
あ
る
。
全
文
左
の
通
り
。

（28）



一
七
七
一
年
（
明
和
八
年
）
三
月
四
、
杉
旧
玄
白
は
前
野
良
沢
中

川
淳
庵
等
を
さ
そ
っ
て
、
千
住
小
塚
原
刑
場
に
は
じ
め
て
脈
分
を
見

に
い
っ
た
。
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
解
剖
神
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ

ァ
の
図
の
正
確
な
の
に
お
ど
ろ
き
、
西
洋
の
学
術
の
着
実
な
の
に
感

心
し
た
。

そ
の
帰
り
み
ち
三
人
は
、
あ
す
か
ら
で
も
こ
の
本
を
訳
し
て
、
一

日
も
は
や
く
日
本
の
医
学
の
役
に
た
て
た
い
と
お
も
っ
た
。

あ
く
る
三
月
五
日
、
み
ん
な
は
早
速
前
野
良
沢
の
宅
に
あ
つ
ま
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
つ
も
り
に
な
っ
て
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
を

見
る
と
、
一
体
ど
う
し
て
訳
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
ま
る
で
兇
当

が
つ
か
な
い
。
こ
の
日
か
ら
彼
等
の
苦
心
が
は
じ
ま
っ
た
。

そ
し
て
一
七
七
四
年
（
安
永
三
年
）
西
洋
学
術
の
日
本
妓
初
の
訳

書
「
解
体
新
耆
」
を
刊
行
し
た
。

こ
れ
が
さ
き
が
け
に
な
っ
て
、
蘭
学
が
さ
か
ん
に
な
り
、
西
洋
の

学
術
を
と
り
い
れ
る
大
き
な
た
す
け
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
こ
の
地
に
わ
き
出
た
閑
学
の
泉
は
、
日
本
の
近
代
文

蘭
学
の
泉
は
こ
こ
に
わ
き
出
た

江
戸
築
地
鉄
砲
洲
豊
前
中
津
藩
主
奥
平
邸
内

前
野
良
沢
脚
宅
の
あ
と

化
の
流
に
か
ぎ
り
な
い
生
気
を
そ
そ
ぎ
つ
》
つ
け
た
。

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
三
川
五
Ⅱ

日
本
医
史
学
会

Ｏ
第
十
七
回
国
際
医
師
学
会
議
・
…
・
・
一
九
五
八
年
九
月
二
十
一
一
口
か

ら
二
十
八
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
三
○
コ
ｇ
①
罠
閏
大
学
医
学
部
に
お
い

て
、
同
大
医
学
部
長
犀
具
Ｑ
３
且
会
長
の
も
と
に
、
第
十
七
回
国

際
医
史
学
会
議
が
Ⅲ
催
せ
ら
れ
る
旨
、
総
幹
事
胃
．
Ｆ
，
ロ
昌
呂
か

ら
、
私
の
と
こ
ろ
に
連
絡
が
あ
っ
た
。
演
題
の
、
堰
な
も
の
は

一
、
最
近
百
年
間
に
お
け
る
名
川
の
医
学
研
究
機
関
と
冨
○
ご
召
の
‐

雲
の
副
大
学
と
の
間
係

一
、
病
院
冊
究
室
の
歴
史
な
ら
び
に
そ
の
発
達

一
、
第
十
七
仙
紀
に
お
け
る
医
学
に
関
す
る
絵
Ⅲ

一
、
治
療
学
に
対
す
る
新
世
界
の
寄
与
等
で
あ
る
。

参
加
会
費
は
会
員
は
四
千
フ
ラ
ン
、
そ
の
同
伴
者
は
三
千
八
百
フ

ラ
ン
、
会
員
で
な
い
も
の
は
六
千
フ
ラ
ン
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
（
横
浜
医
科
大
学
津
崎
孝
道
棚
）

ｎ
本
医
史
学
雑
誌
第
九
巻
鋪
一
号

昭
和
三
十
三
年
四
月
五
日
印
刷

昭
和
三
十
三
年
四
月
十
日
発
行

発
行
所
東
京
都
板
橋
区
大
谷
ロ
町
日
本
大
学
内

川
本
医
史
学
会

編
集
者
横
浜
市
中
区
長
者
町
三
ノ
三
二

石
原
り

印
刷
所
横
浜
市
南
区
白
妙
町
ニ
ノ
セ

杉
本
紙
器
印
刷
株
式
会
社

（29）
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